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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。
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本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　生きとし生けるもの全すべては空を終ついの棲すみ家かとしている。自らの祖父の祖父の、さらに祖父の代から、あらゆるものは大空に存在していた。彼らは自分たちが天空に浮うかぶ島々に暮らしていることはもちろん知っているから、いつの日からか、自らのことを「空の民たみ」と称しようするようになっていった。

　生命、特に空の民たちは「空域」を生活圏けんとし、空域内に浮かぶ島に家を建てて生きていた。島と島の間は当然空であり、足場なんてものはないのでむやみに出ていったら真っ逆さまに落下する。そのため通行手段として使われているのが空飛ぶ船、通称「騎き空くう艇てい」である。

　騎空艇は元々空の民たちのものではない。「星の民」と呼ばれる古代の侵しん略りやく者が残していったものから生まれた。当時の空の民は星の民と「覇は空くう戦争」と名付けられた血みどろの戦いを繰くり広げ、かろうじて勝利する。戦後残された様々な技術の一つを応用し、騎空艇となったのだ。

　ファータ・グランデは様々な騎空艇が飛び交かう空域の一つである。島と島とは空路によって繫つながれており、人や物が流れている。

　その空路からやや外れた場所を、一隻せきの騎空艇が航行していた。

　いかにもふらふらと、危機的状じよう況きようといった感じで。

「だから近道なんてしちゃ駄だ目めなのよ！」

　ゼタは騒そう音おんと混雑が支配する騎空艇内で、声を張り上げた。

「雷らい雲うんの中なんて、嵐あらしと雷かみなりに決まってるじゃない！」

　騎空艇は暴れ馬にまたがった子供のように、前後左右に揺ゆれている。外では雷鳴が轟とどろき、風が吹ふき荒あれていた。ファータ・グランデ空域の主要空路は比ひ較かく的穏おだやかなのだが、少しでも外れたら荒れ狂くるう。特に密輸などという非合法手段を生業なりわいとするものには容よう赦しやしなかった。

　突とつ風ぷうに煽あおられ、小型の騎空艇が右に左にと傾かたむく。ゼタは転てん倒とうしないように備えつけの机を摑つかんでいた。

　彼女はヒューマン族で、長い金きん髪ぱつを二つに縛しばり、緋ひ色いろの鎧よろいに身を包んだうら若き女性である。快活そうな顔立ちをしており、確かにその通りであるが、槍やりを使わせれば快活どころではない戦いぶりを見せる。唯ゆい一いつの問題は、この嵐の中では戦うどころではないということだ。

　騎空艇の、しかも密輸船に乗っている理由は簡単で、目的地であるポート・ブリーズまでの定期便が欠航していたのだ。急いで行く必要があったために密輸船を使ったのだが、途と中ちゆうで巡じゆん回かい中らしきエルステ帝てい国こく軍の巡防艦フリゲートに遭そう遇ぐうした。相手はこちらが密輸船だと知って接近してきたらしく、発光信号で分け前を要求。船長は応じず一目散に逃にげたため、このような目に遭あっているのである。

　また騎空艇が揺れる。今度は小刻みに振しん動どうし、あちこちから軋きしみ音まで聞こえてきた。

　船倉と区別のつかない粗そ末まつな船室には、家か畜ちく飼料用の牧草（密輸品）が積んである。ゼタに幾いく度ども降り注ぎ、彼女は草まみれになった。

　彼女は口から牧草を吐はき出しながら言った。

「個人の騎空艇なんて本当に当てにならないわね。壊こわれんじゃないの、この船」

「年代物の密輸船だからな。いつ造られたのか分からん木造だ。飛んでいるのが奇き跡せきに近い」

　ゼタの向かいにいる男が重々しく言う。

「そのようなものが壊れるのは世の常だ」

　ゼタが忌いま々いましそうな視線で男を見る。傾きすぎて床ゆかだか壁かべだか区別のつかない板に手をつき、這はいずり回りながら男のところに向かった。その隣となりに座る。

「なんであたしたちはそんなのに乗ってんのかしらね」

「どうしてだろうな」

「バザラガ、あんた達観してない？　死にたいの？」

「そう見えるか？」

　バザラガと呼ばれた男が答える。ドラフ族の男で、黒い兜かぶとを着用している。大おお柄がらな種族であるドラフ族の中でもひときわ大きく、騎空艇の中では常に身をかがめていた。

　しかも彼は巨きよ大だいな鎌かまを持っていた。自身のみが扱あつかえる武器だ。

　バザラガはその武器が転がらないよう腕うでに抱かかえていた。

「この嵐でできることは少ない。俺たちがどれだけ騒さわごうとも、自然には太た刀ち打うちできんということだ。それに」

　兜の奥の小さな瞳ひとみが光る。

「この艇ふねに乗ろうと言いだしたのはお前だったはずだ」

「……自分の間ま抜ぬけぶりくらい分かってるわよ！」

　ゼタは騒音に負けないほどの大声を出した。

　バザラガはゼタの相棒である。二人はとある「組織」に属しており、星せい晶しよう獣じゆうを追えとの命を受けてファータ・グランデ空域を旅していた。

　星晶獣とは星の民が作りあげた兵器である。外見は様々だが、中には生命体と変わらないものもある。古代の戦争では究極兵器として多くの島々を壊滅させ、恐きよう怖ふと共に語られた存在だ。今は各地で伝説として、あるいは守り神として、さらには星晶という結晶となって眠ねむりについていた。

　そんなある日、二人はポート・ブリーズ群島に向かわなければならなくなった。そこまでは普ふ通つうなのだが、途中でゼタが所持品を盗ぬすまれたのである。盗ぬすっ人とはポート・ブリーズ群島に逃げていったらしく、ちょうどいいとばかりに騎空艇に飛び乗ったのだ。

　ゼタは嘆なげいた。

「節約した金でいい宿に泊とまる予定だったのよ」

「あの世でなら豪ごう華かな寝台ベツドに寝ねられそうだな」

　外がい板はんがミシミシ音を立てる。操そう舵だ室は今ごろ大わらわだろう。

　ゼタは頭の上にあるはめ殺しの小窓から外を覗のぞいた。

　暗くてほとんどなにも分からないが、かろうじて遠方に巡防艦フリゲートの影かげが見える。こちらに数回砲ほう撃げきを仕し掛かけてきたが、まったく命中せず、やがてそれ自体も消えていった。

「とりあえずまいたみたいね」

「まいたはいいが、こっちは墜つい落らくしそうだぞ」

　彼女は相棒をじろりと睨にらんだ。

「落ち着かなくてもいいのよ。もう少し慌あわてた方が可愛かわいげがあるわ」

「無む駄だなことはしない主義だ」

　また騎空艇が揺れる。左さ舷げんが傾き、大きな金属音がした。

　ゼタは壁かべ際ぎわの伝声管にしがみつくと、真しん鍮ちゆう製の蓋ふたを開けて叫さけんだ。

「ちょっと、どうなってんの!?」

　返答がない。ゼタは眉まゆを顰ひそめ、もう一度呼びかけた。

　伝声管は操舵室に繫がっている。嵐の中で奮ふん闘とうしている様子が伝わってきてもよさそうだが、なにも言ってこなかった。

「忙いそがしいのかしらね。当然かもしれないけど」

　じっとしていたバザラガが、ゆっくりと立ち上がる。天てん井じように頭をぶつけないように身をかがめ気味だった。

「いい予感がしないな。様子を見てこよう」

「あたしも行く。もしかしたらあたしの華か麗れいな操舵技術が必要になるかもしれない」

　バザラガは不ふ審しんそうに「お前そんなの持っていたか？」と尋たずねるが、ゼタは無視して船室から出た。

　嵐はいっこうに収まる気配がなく、騎空艇は濁だく流りゆうの笹ささ舟ぶねのように揺れている。ゼタとバザラガは身体からだをあちこちにぶつけつつ、苦労して操舵室にたどり着いた。

　それほど広くない操舵室内では、何人かの船員が床に伸のびていた。

「なるほど、これが原因か」

　バザラガが呟つぶやく。恐おそらく、嵐をなんとかしようと右往左往したあげく、頭をぶつけて気絶したのだろう。

「やっぱり安酒場で飲んだくれてるような船員は駄目ね」

　ゼタは言うと、辺りを見回した。

「誰だれが操舵してるの」

「そこにいる」

　バザラガは、舵だ輪りんを摑んでいる船員を指さす。唯一残った操舵士はおっかなびっくり操あやつっていたが、直後の縦揺れで頭を天井にぶつけて気絶した。

「いなくなった」

「本格的にまずいわね。あたしがやる」

　ゼタは気を失っている船員を足でどかすと、舵輪に取りついた。バザラガの声に、少しだけ不安が混ざる。

「操れるのか。この船は年代物だぞ」

　比ひ較かく的新しい騎空艇なら、操縦用の座席に座って操縦桿かんを操作するが、これは立ったまま舵輪を回す。計器類も古ぼけており、文字のいくつかは擦こすれて読めなかった。

　だがゼタは自信満々だった。

「華麗な技術があるって言ったでしょ。『組織』の騎空艇で習ったし」

「あれは体験航行、しかもたったの三日間だ」

「それはあんただけ。あたしはもう三日やったのよ」

　たいして違ちがいはないぞとバザラガ。ゼタは聞かないふりをする。

「さあやるわよ！　前進全速、横舵二十度上げ！」

　気合いを入れると、横舵用舵輪を回す。少しすると、沈しずみ込む一方だった騎空艇がぐっと持ち上がり、安定感を増した。

　ゼタはしっかり舵輪を握にぎると、計器を確かく認にんしながら、矢や継つぎ早ばやに操作した。ふらふらしていた騎空艇が直進を保つようになる。

　バザラガが感心した。

「様になっているな」

「でしょう。これが技術ってもんよ」

　直後、後方からはっきり分かるくらい大きな破は壊かい音が響ひびいてきた。同時に船体が振動。一気に降下する。

　バザラガが巨体を折り曲げ、小窓から後方を覗いた。

「横舵がなくなっている」

「なくなった？」

「横舵が千切れて喪そう失しつしている。急激な操船が原因かもしれない」

「文句言うやつはモテないわよ！」

　ゼタはせわしなく舵輪を操った。操舵が先ほどまでより遥はるかに難しい。計器類は勝手に回転をはじめ、船体はまったく安定しない。上下動ヒービングに、左右動スウエイングまで加わった上、振動もどんどん大きくなっていった。

　外の嵐と雷も止やむ気配はない。耳をつんざくような雷鳴が轟き、稲いな光びかりが周囲を真っ白にした。

　バザラガがまた外を見た。

「帝国軍弓兵の水平射しや撃げきより激しい雨だ」

「気休めにもならない報告、どうもありがとう」

「……外になにかいる」

　ゼタは睨めっこしていた高度計から顔を上げた。

「なにそれ。別の騎き空くう艇てい？」

「いや、ほんの少しだがなにか見えた」

　一いつ瞬しゆんのことだったらしく、バザラガはそれ以上言わない。

　ゼタは少し考えた。寡か黙もくでややもすれば鈍どん重じゆうな印象を与あたえる男だが、彼女は全ぜん幅ぷくの信しん頼らいをおいている。バザラガがいたというのなら、なにかいたのだ。

　頭を振ふる。今はそっちに注意している場合ではない。操船しなければ落っこちる。

　船体がまた沈む。降下などと生やさしいものではなく、落下も同然だった。

「後進一いつ杯ぱい！　仰ぎよう角かく上げるわよ！　バザラガ、そこの計器確認して！」

　ゼタの言葉と同時にバザラガが返答した。

「機関出力計が低下している。故障したようだ」

　最悪だった。船体はなんとか水平に戻もどったものの、このままでは飛ぶことすらできなくなる。

　バザラガが窓を見た。

「なにかあるぞ」

「今度はなに!?」

「島だ」

　彼は外を指さした。

「右手に大きな島。エインガナ島だ」

「変針、０‐４‐５！」

　即そく座ざにゼタは怒ど鳴なり、自分で操舵した。騎空艇は軋きしみながらも船首を右方向に指向する。

　前方の窓に黒っぽい影が映る。それはどんどん大きくなり、嵐あらしの中でもはっきりと分かるくらいの島影となった。

「あそこね！　着陸するわよ！」

「いけるのか？」

　常に冷静なバザラガの声。もっともな疑問で、今は高度が高すぎた。

　騎空艇を接岸させるためには速度を限界まで落とす必要がある。さもないと船体が持たないのだ。ところがこの騎空艇は斜ななめ下に落下しており、このままではどう考えても着陸と同時にバラバラになる。これを防ぐためには機関を後進にして速力を落とすべきなのだが、つい先ほど故障した。

「なんとかするわよ！」

　根こん拠きよのない回答をするゼタ。計器類を拳こぶしで叩たたく。古ぼけた高度計の針がぐるぐる回り、しかも外れて用をなさなくなった。

　島に近づくにつれて嵐は止んだが、かといって機関が復旧するわけでもない。島の上空に到とう達たつしたものの、本来接舷すべき港を、あっという間に通過する。

　眼下に草原が広がった。

「あの草むらに下ろすわよ！」

　騎空艇の船首が沈んだ。同時に舵輪が空回りする。ついに最後の舵かじが壊こわれたのだ。

　草地が急速に接近した。

「なにかに摑つかまって！」

　ゼタは怒鳴る。騎空艇を衝しよう撃げきが襲おそった。




　　　　○




　ポート・ブリーズのエインガナ島は騎空艇が多く立ち寄るところだけあって、港は大変整備されている。荷下ろしや保管のための倉庫は完備されており、船員や乗客を泊とめるための施し設せつも充じゆう実じつしていた。なにより周囲の天候は穏おだやか、気候は温暖といいことずくめである。今度のような嵐は大変珍めずらしいと、酒場の店員は言っていた。

　ゼタはあちこちにできた打ち身に顔をしかめつつ、エルーン族の女性店員に訊きいた。

「嵐で墜落した騎空艇ってのはいんの？」

　店員は少し考えてから言った。

「向こうの草原の先に、一隻せき落ちたみたい。でも、どんな嵐でも港に接岸させるのが船乗りでしょ。よっぽどの下手が操ってたんじゃないかしら」

「その下手に会ったら言っとくわ」

　ゼタは麦酒ビールを注文する。店員は「はい」と言った。

「こちらのお客さんは？」

「牛乳ミルク」

　向かいのバザラガが低い声で言う。店員は一瞬きょとんとしたが、やがて笑いを嚙かみ殺すような表情で厨ちゆう房ぼうへと戻っていった。

　店員の後ろ姿を見送ってから、ゼタは囁ささやいた。

「お酒じゃないんだ」

「ひと仕事終るまではな」

　ゼタは店内を見回す。墜つい落らくした騎空艇から這はい出し、草原を何時間もかけて横切り、ようやく街かい道どうに出てたどり着いた酒場だった。

　エインガナの港にはまだ遠く、繁はん華か街がいはもっと先だ。ここは村人や行商人が立ち寄る程度のところである。店内はそれほど広くはなく、厨房横では陰いん気きそうな店主が女性店員だけを働かせて煙管パイプをくゆらせていた。

　客の入りはまあまあ。繁はん盛じようしているかは分からない。

　彼女は柳やなぎの椅い子すに深く腰こしかける。古ぼけているため、ぎしぎし音を立てた。

「目的地に着いたはいいけど」

「着いたと言っていいのか？」

　バザラガは自分の武器を立てかけつつ言った。彼女は即座に断言する。

「着いたの。ポート・ブリーズが目的地だったし、船員も気絶しただけで死人はなし。ただ騎空艇がバラバラになっただけでめでたしよ」

「本当は草地ではなく港に到とう着ちやくするはずだった。あとバラバラはめでたくない」

「歩けばいいじゃない。なんのためにあんよがついてんのよ」

「なんのために騎空艇に乗ったんだろうな」

　他の卓テーブルからの声が聞こえてきたので、二人はいったん話をやめた。盗とう賊ぞくがどうこう、という話題だった。

　ゼタは耳を澄すましたかったが、バザラガが別のことを言った。

「そういえば、最近ベアトリクスとは話しているか」

「してない」

　ベアトリクスというのは、二人と同じく「組織」に属する女性である。ゼタとは同い年。

　バザラガはさらに言う。

「なにか悩なやみを抱かかえているみたいだった。相談に乗るんじゃないのか」

「乗りたいけど、あの娘こ、あたしの言うことあまり聞かないからねえ。向こう見ずで危なっかしいんだけど」

「向こう見ずで危なっかしいとか、どこかで聞いた話だ」

　ゼタはじろっと睨にらむ。

「それ、あたしのことじゃないわよね」

「どうだろうな」

「あんたはベアになにも言わないの？」

「ベアトリクスも過去のしがらみからなかなか抜ぬけられない女だ。俺よりも似た境きよう遇ぐうの人の方が、心を開きやすい」

　似た境遇と聞き、ゼタは少しだけ顔をしかめた。

「境遇ったって千差万別よ。あたしの経験が生きるとは限らない」

「得体の知れないドラフの俺より、元紅こう彩さい騎き士し団筆頭騎士が言った方が説得力はある」

「ふん」

　ゼタは鼻を鳴らした。

　女性店員が飲み物を持ってきたので、二人は会話を終らせた。

「お待ちどおさま。こっちが麦酒ビールでこっちが牛乳ミルクね」

　彼女は麦酒ビールの杯カツプをゼタの前に、牛乳ミルクの入った酒杯ジヨツキをバザラガの前においた。

　バザラガは飲み物を見つめ、わずかに瞬まばたきした。ゼタは戻ろうとした店員を呼び止める。

「ちょっと、悪いけど器うつわと中身を入れ替かえてくれる？　牛乳なんかこんなに飲まないし、あたしは少なすぎ」

　店員は首を傾かしげていたが、やがて言われたとおりにして持ってきた。

　二人は乾かん杯ぱいなどはしなかったものの、ようやく飲み物にありつけたことに安あん堵どする。どちらからともなく飲みはじめた。

　ゼタは酒杯ジヨツキを傾かたむけると、麦酒ビールをぐびぐび飲み干す。即座におかわりを注文し、また飲んだ。

　対照的にバザラガは、自らの大おお柄がらな身体からだが店内で邪じや魔まにならないよう、なるべく肩かたをすぼめると、牛乳ミルクの入った杯カツプをちまちまとすすっていた。

　ゼタはその様子を、わずかに笑いながら見ていた。

「バザラガの飲み方って可愛かわいい」

「常に僚りよう輩はいを楽しませるよう努力している」
















「あたしの捜さがし物にもっと協力してくれると、もっと可愛い」

「協力もしている。精神的な面とかな」

「もっと具体的なのがいい」

　口を尖とがらせるゼタ。バザラガはいったん牛乳ミルクを飲むのをやめると、自らの背後を顎あごでしゃくった。

「あそこの角」

「んー？」

　ゼタは中ちゆう腰ごしになって覗のぞこうとする。バザラガは制した。

「目立つ真ま似ねはするな。店主がいるだろう」

「あのなんにもしてない人？」

　ゼタは座り直し、店主を視界の隅すみに捕とらえた。皺しわだらけの顔をしたハーヴィン族で、かなりの年かさだ。陰気そうな表情は変わっておらず、口と鼻からは紫し煙えんが流れている。

「あいつの背中側に隠かくし扉とびらがある。見えづらいが」

　ゼタは慎しん重ちように確かく認にんした。店主の背後には黒っぽくくすんだ壁かべ板いたがあるだけで、扉かどうか判別がつかない。

「ていうか、全然分かんない。あんた見えたの？」

「まあな。恐おそらく扉の向こうは地下へ続く階段だろう」

「それが？　葡ワ萄イ酒ンでもしまってるんでしょ」

「あの男は故買屋だ」

　ゼタの椅子が、がたりと音を立てた。

「本当……!?」

　彼女は中腰になりかかる。バザラガは座るように告げた。

「目立つ真似はするなと言っただろう。ああ見えて、このあたりを取りしきっている男だ。街で盗ぬすみをした連中がここに持ち込んで金に換かえる。地下には盗とう品ひんが眠ねむっているはずだ」

「あんたなんで知ってんの？」

「輸送艇の船員に酒を飲ませて聞いた。密輸をやってるからこの手のことには詳くわしいと思ってな。案内もさせるつもりだったが、墜おちた」

　バザラガは淡たん々たんと話すと、牛乳ミルクを舐なめるように飲んでいく。

　故買屋とは盗品を売り買いする店や人間のことだ。非合法なので、表向きは別の店か単なる民家であることが多い。

　ポート・ブリーズには多くの騎き空くう艇ていが出入りしており、その中には当然怪あやしげな連中もいる。このような場所にある故買屋も、十分成り立つのだろう。

　ゼタは酒杯ジヨツキの中身が空になったことにも気づかず、手に持っていた。

「じゃあ、あれも……」

「可能性は十分ある」

「締しめ上げて吐はかせようか」

「そう焦あせるな。穏おん便びんに済ませたいのなら金を払はらうのが一番だ」

「そんなもんあったら、騎空艇乗るのに値切ってないわよ」

　立ち上がろうとするゼタ。女性店員がきょとんとして彼女のことを見ていた。

　彼女は途と中ちゆうまで腰を浮うかせ、座り直す。店外に妙みような雰ふん囲い気きを感じ取った。

　すると、突とつ然ぜん店の扉が開いた。冷たい風が流入してきたため、幾いく人にんかが「寒いぞ！」と文句をつけたが、やってきた一団を見て口をつぐむ。

　鈍にぶく光る全身鎧フルプレートアーマーを身につけた兵士が六人。腰から下げた剣けんを鳴らしながら入ってきた。見るからに威い圧あつ的で、周囲を睥へい睨げいしている。

　ファータ・グランデ空域の半分以上を支配する、エルステ帝てい国こく軍の兵士である。ポート・ブリーズ群島は独立を保っているものの、帝国の影えい響きようからは逃のがれられない。帝国兵の姿は珍めずらしくなかった。

　ゼタは首を伸のばして兵士たちを観察していた。すると、側そばにいた女性店員が服を軽く引っ張った。

「かかわらない方がいいわよ。あいつらたちが悪いから」

　店員は小声で喋しやべっていた。

「このあたりの店を回ってただで飲み食いしてくのよ」

　ゼタは大人しくしていたが、兵士たちから視線を外さない。

「なんかそんな感じね。ひょっとして盗みに関かかわったりしてない？」

　女性店員は驚おどろいた顔をしていた。

「よく分かるのね」

「なんとなく。この店の店主もよくない噂うわさあるんだって？」

「まあね。あたしはあまり知らないけど、裏でチンピラ使ってるみたい。こないだも一人来てたかな」

　兵士たちは一度店内を見回すと、店主のところへ向かって行く。

　全身を鎧で覆おおった兵士がいるにもかかわらず、店主はどこかうつろな目で煙管パイプをふかしつづけていた。

　瞳ひとみの濁にごった店主に、兵士が二言三言話しかける。返事がないのか、苛いら立だたしげに椅子を蹴け飛とばしていた。

　店主が椅子ごとどいた。兵士が壁板を動かすと人一人が通れるくらいの穴が開いていた。数人の兵士が穴に潜もぐっていく。

　元々厨ちゆう房ぼう側という目立たないところにあるが、さらに兵士の一人が近くに立って店内を見張っていた。

　客も知らないふりをしている。帝国兵に対して積極的に楯たて突つこうという人間は、そうはいない。ゼタとバザラガもそっぽを向いていた。

「兵隊も締め上げようかしら」

「いなくなるのを待て」

　とバザラガ。

「応おう援えんを呼ばれると厄やつ介かいだ」

「それくらいどってことないわよ」

「どうということはある。時間ばかりかかって肝かん心じんの店主に逃にげられるぞ」

「じゃあ兵隊が店から出て行って、店内にひとけがなくなったころを見計らって店主を締め上げるわよ」

「他ほかに言葉を知らないのか」

　壁の穴から兵士が戻もどってきた。最さい後こう尾びに、薄うす汚よごれた恰かつ好こうをした若い男がついてきている。

　男は兵士となにか話をしていた。ぺこぺこしているというより、交こう渉しようしているみたいだ。

　兵士は年かさらしい別の兵士と言葉を交かわす。やがて年かさの兵士が、重そうな麻あさ袋ぶくろを男に渡わたそうとした。

「取り引き成立だな」

　やはり様子をうかがっていたバザラガが呟つぶやく。

「あの袋は金だ。やはりこの店は故買屋」

「そうね……」

　ゼタもうなずく。

「もう有罪確定よ」

「じっとしていろ」

「分かってるわよ。あんたあたしをなんだと思ってるの。静かにするなんて子供でも……あー!!」

　いきなりゼタが大声を出した。

　それだけではなく、立ち上がって指までさしている。兵士と取り引きをしている男を凝ぎよう視ししていた。

「あんた！　あたしから盗んだこそ泥どろね！」

　ゼタは駆かけ出すと男のところに詰つめ寄よった。

「やっぱここに逃げてきたのね！　ついに見つけたわ！　あたしのもの返しなさいよ！」

　胸むなぐらを摑つかんだ。男の頭をそのまま揺ゆさぶる。

「さあ返しなさい！　どこに隠したの！　吐け、吐け、吐……」

　ゼタは喋るのを止めた。彼女は周囲を兵士に取り囲まれていたのだ。

　というよりも、ゼタは兵士たちの中に自分から飛び込んでいた。兵士たちは当初、いきなり駆け寄ってきた彼女に目を白黒させていたものの、今は剣の柄つかに手をかけ、殺意を見せている。非合法な取り引きの最中に乱入されたのだから、警けい戒かいしない方がおかしい。

　兵士たちの向こう側ではバザラガが首を振ふっている。ゼタは見み得えを切った。

「なに。こいつと話をしてるんだから、邪魔しないでくれる」

「邪魔されたのはこっちだ」

　年かさの兵士がもっともなことを言った。

「ポート・ブリーズの市民衛えい士しか？　隣となり町まちの盗とう賊ぞくか？　おこぼれを頂ちよう戴だいしようとは卑いやしい女だ」

「違ちがう。あたしは自分のものを返してもらうだけよ」

「ほう。市民衛士なら面めん倒どうだと思ったが、関係ないなら切り刻んでも構わんな」

　剣を抜ぬく。遅おくれて他の兵士たちも抜ばつ刀とうした。

「どうせ甘い汁しるを吸おうとした盗ぬすっ人とだろうが、そうはいくか。死んでもらう」

「違うって言ってんでしょ！」

　兵士たちがゼタを取り囲む。ただならぬ雰囲気に、店内の他の客たちが慌あわてて避ひ難なんをはじめた。

　残っている客はバザラガだけとなった。

「助けはいるか？」

　ゼタは即そく答とうする。

「いらない。牛乳ミルク飲み終った？」

「まだ残っている」

「じゃあ座ってて！」

　ゼタは兵士よりも先に動き出した。

　正面の兵士との距きよ離りを詰めると、あっという間に転ばせて剣を奪うばう。年かさの男が急いで「始末しろ！」と叫さけぶが、それよりも早く右隣の兵士に斬きりかかった。

　といっても、牽けん制せいのみで本当に斬ったりはしない。怯ひるんだところを蹴け飛とばし、起き上がろうとした正面の兵士を踏ふみつけて跳ちよう躍やく。勢いをつけて左隣の兵士を摑むと投げ飛ばした。

　背後に気配。別の兵士が斬りかかろうとしている。転がってかわそうとしたら、その兵士が空中を横切って壁かべに叩たたきつけられた。

　兜かぶとをつけた大男が投げたのだ。いつの間にか、乱らん闘とうにバザラガが加わっていた。

「なんで参加すんのよ」

「飲み終った」

　バザラガはなおも向かってくる兵士を、片かた端はしから投げ飛ばしていた。

　二人は人数的に不利だが、明確に主導権を握にぎっている。ゼタは素す早ばやい動きで兵の攻こう撃げきをかわし、あるいは転ばせる。剣けん先さきすらかすめさせない。バザラガはちぎっては投げちぎっては投げという表現がぴったりで、兵をものともしない様子だった。

　あっという間に兵士たちはのされ、ほうほうの体ていで酒場から逃げ出した。

「さて、と」

　ゼタは手の汚よごれを払うと、腰こしを抜かしていた男を引っ張り上げた。

「もう一度訊きくわよ。あたしから盗んだものはどこ？」

　男はおびえた顔を見せると首を振る。ゼタは睨にらんだ。

「とぼけんじゃないの。喋りなさいよ」

　ふいに、それまでびくびくしていた男の顔が輝かがやいた。ゼタは男の視線が自分の真後ろに向けられていると知り、振り返ろうとする。

「なにが……痛！」

　直後、頭部に激しい衝しよう撃げきを受ける。彼女は、視界の隅すみに片手鍋なべを振り上げている女性の姿を捕とらえながら、気を失った。




　　　　○




「あー……痛い……」

　ゼタはずきずきする頭の痛みで目を覚ました。

　視界もぼんやりしていたが、しばらくすると見えるようになってくる。薄うす暗ぐらい部屋にいた。

　床ゆかは土が剝むき出しで、天てん井じようは木製。屋根ではなく、どうも床板が剝き出しになっているらしい。

　周囲の壁は石造りだった。どうやら地下室にいるみたいだ。

「酒場の地下かしらね……」

　立ち上がろうとして、動けないことに気づく。手も足も、丈じよう夫ぶな縄なわで縛しばられていた。

　慌てて確かく認にんすると、柱に縛りつけられていた。隣にはバザラガがいて、同じように縛られていた。

「ちょっとバザラガ、寝ねてる場合じゃないわよ。起きて！」

「起きてる」

　バザラガが返事をした。

「ずっと寝ていたのはお前だ。気持ちよさそうだったからそのままにしておいた」

「あたしは寝てたんじゃなくて気絶してたのよ！　誰だれかに殴なぐられたことまでは覚えてるんだけど、なんであんたまでこんな目にあってんの」

「気を失ったお前を人ひと質じちに取られた。お前も首と胴どうが分かれてしまっては食事に苦労すると思って従った」

「気を遣つかってくれてありがとう。誰がそんな笑えることしようとしたのよ」

　バザラガが答えようとすると、反対側から物音がした。

　壁かべ際ぎわの階段を誰かが下りてくる。数名の人間たちだった。中に目のうつろな店主と薄汚れたこそ泥がいる。

　先頭にいるのはエルーン族の女性だった。その姿を見て、ゼタは少し驚おどろいた。

「あんた……」

「目が覚めたみたいね」

　女性は酒場の女性店員だった。給仕していたときの、物もの腰ごしの柔やわらかさは微み塵じんもなく、殺気と威い圧あつ感を放っている。

　店主とこそ泥は、恐おそれるような雰囲気で女性店員に従っていた。

　それらを見てゼタは合が点てんがいった。

「あんたがこの店の頭ボ目スだったのね……！」

「そういうこと」

　頭ボ目スは答えた。

「店員として働いていると、色々と油断してくれる人が多くてありがたいわ」

「やけにあたしたちに話しかけてくると思ったら、様子を探さぐっていたのね」

　頭ボ目スは大おお股またで、二人のもとへとやってくる。ゼタのことを見下ろした。

「今度はこっちが訊く番。お前たちはなにものなの？」

「捜さがし物をしてる一いつ般ぱん人じんよ」

「一般人とやらがあれだけの腕うでっ節ぷしを持ってるとは思えない。目的はなに？」

「だから、捜し物中だって言ってんでしょうが！」

　ゼタは縛られているにもかかわらず、食ってかかった。

「そこのこそ泥があたしの大事なものを盗んだの。返せ！」

「ふん。あんた、ここがどういうところか分かって言ってる？　故買屋よ」

　周囲をよく見ると、金銀の装そう飾しよく品や絵画のような美術品、武器や防具がうずたかく積まれていた。盗とう品ひんの保管庫となっているのだ。

　頭ボ目スが言う。

「いただいたものをはいそうですかって返したら、稼か業ぎようが成り立たないのよ。諦あきらめなさい」

「嫌いやよ」

「強ごう情じような女。まあそれはいいわ。本当の目的はなんなの？　わざわざこの店を選んだってことは、知ってて潜もぐり込んだんでしょう。お前の所属は帝てい国こくの治安部隊？　メネア皇国の警備局オフラナ？」

「はあ？　なんのことよ？」

「答えなくてもいいわ。死んでもらうだけだから」

　頭ボ目スは壁際にある、積まれている盗品の山から一本の槍やりを手に取った。

「この槍は、なんとかっていう逸いつ品ぴんでね。さっきの帝国兵は買い取りに来たのよ。武器のよさが格に繫つながるからねえ。そんな商売を邪じや魔まされちゃあ、こっちもただじゃすませられないわ」

　ためつすがめつしてから、穂ほ先さきをゼタに向ける。

「これで突つかれたら、いい感じに死ねるわよ」

　ゼタは心底嫌そうな顔をした。

「やめてくれない？」

「だったら話しなさい」

　槍の穂先は十字になっていて、地下室の薄暗さにもかかわらず鈍にぶく輝いている。それがゼタの胸に突きつけられた。

　ゼタは頭ボ目スを睨む。

「それも嫌」

「じゃあ死んで」

　頭ボ目スが槍を持つ手に力を込める。先せん端たんが突き出されようとした瞬しゆん間かん。

「待て」

　ゼタの隣から声がかかった。

「俺が話そう」

　それまで静かだったバザラガが口を開いた。ゼタは渋しぶい顔をしたが、彼は構わなかった。

「俺たちは『組織』に属している」

　頭ボ目スが片かた眉まゆをわずかに上げる。

「なにそれ」

「全部を説明する義理はない。星せい晶しよう獣じゆうに関係があるとだけ言っておく。俺と彼女は任を受けて、暴走した星晶獣を倒たおすためにポート・ブリーズにおもむいた」

　最初、頭ボ目スは無言で聞いていたものの、すぐに鼻で笑った。

「そんなの聞いたことがない」

「言いい触ふらしていないだけだ。俺たちの目的は星晶獣でお前たちではない」

「馬ば鹿か馬ば鹿かしい。どうやら二人揃そろって適当なことを口走るのが得意なようね」

　頭ボ目スは改めて槍を構えた。今度は穂先を交こう互ごに向ける。

「あたしを舐なめるやつは容よう赦しやしないよ。順番に殺してやる」

　そのとき、階上から男が下りてきた。頭ボ目スに近づくと、なにか耳打ちをする。

　彼女は槍を収めた。

「運がいいわね。さっきの兵隊が、あんたたちを引き渡わたせって言ってきたわ」

　ゼタが気を緩ゆるめずに言う。

「本当に運がいいって思ってる？」

「全然。虚こ仮けにされた仕返しをするみたいだから、覚かく悟ごするといいわよ。帝国の拷ごう問もんはきついって話だから」

　頭ボ目スは部下に命じ、ゼタとバザラガを立ち上がらせ、外に出るよう命じた。




　酒場の外では帝国兵が待ち構えていた。店内の時よりも人数は多く、全員がすでに武器を構えている。

　先頭にいるのは店内にもいた年かさの兵士だ。面あてを下ろした状態でも激げつ昂こうしているのが見て取れる。

　夕方から夜になろうとしていた。陽ひが落ちつつある。同時に風も強くなっていた。

「……まずくない？」

　ゼタはバザラガに言う。彼も首しゆ肯こうした。

「ああ。かなりよくない」

「どうにかしなきゃなんないけど、今はちょっとねえ」

　ゼタとバザラガは手を縛られた状態のままなのだ。それに引ひき替かえ頭ボ目スは槍を持っており、他の故買屋の面々も武装している。

　二人は兵士たちの前に突き出されていた。

「そいつを渡してもらうぞ」

　年かさの兵士が言う。

「俺たちを虚仮にした奴やつらだ。帝国を舐めるとどうなるか思い知らせてやる」

「そりゃ構わないけどねえ」

　ゼタたちの頭ごなしに頭ボ目スが返事をする。彼女は手に持ったままだった槍を見せた。

「本当ならこれひとつだけの取り引きのはずなんだ。おまけをつけて欲しければ、上乗せをしてもらうわよ」

「なんだと」

　兵士が詰つめ寄ろうとする。頭ボ目スは手で制した。

「勝手に商品に手を触れないで。こっちは故買屋だよ。もらうものはもらう」

「いくらだ」

「さっきの倍」

　兵士たちの顔色が変わった。

　ゼタは心の中でほくそ笑えんだ。揉もめれば揉めるほどこっちには有利だ。争ってくれれば逃にげ出す機会も生まれてくる。

　だが兵士はあっさりと承しよう諾だくした。

「いいだろう」

　聞いていたゼタが仰ぎよう天てんする。

「は!?」

「倍払はらってやる。噂うわさを聞いたんだが、この二人はどうも界かい隈わいじゃ知られた連中らしい。そいつらの所属するなんとかってところと交こう渉しようすれば、いい儲もうけになるだろう」

　と兵士は言った。

　頭ボ目スは満足そうにうなずく。

「改めて取り引き成立ね。あとの交渉はそっちでやって。あたしらは関知しないよ」

　兵士は了りよう承しようした。

　こそ泥どろの男が「さっさと行け」と二人の背を押す。ゼタはそれでもじっとしており、バザラガは後ろを確認した。

「俺の得え物ものはどこだ？」

「ん？　これのことか？」

　こそ泥が背負っていた大きな鎌かまを見せる。

「店内に転がっていた。こりゃおめえのか」

「そうだ」

「じゃあもらっといてやるよ。こんだけでけえと持ち歩くのにも一苦労だけどな」

「なに、すぐに返してもらう」

　バザラガがゼタにうなずく。彼女は首だけを後ろに向けた。

「ねえ、どうしてあたしたちが捕つかまったままでいると思う？」

　頭ボ目スは一瞬意外そうな表情を見せたが、すぐに答えた。

「間ま抜ぬけだからよ」

「外れ。あたしとバザラガの武器が二つともあるか、ちゃんと確かく認にんしたかったから」

「お前の武器だって？」

「あんたが持ってるそれよ！」

　ゼタは足で、頭ボ目スの腕を蹴けり上げた。槍は空中に舞まい上がると、穂先を下にして地面に刺ささる。

　同時にバザラガが両腕に力を込めた。太い腕と肩かたに血管が浮うき、筋肉が盛り上がる。音を立てて縄なわが千切れた。

　振ふり返ってこそ泥に拳こぶしの一いち撃げき。失神した男から鎌を奪うばった。

「切るぞ！」

　バザラガは鎌を振るうとゼタを縛しばっている縄を切断。身体からだにはかすり傷すらつけず、縄だけが落ちた。

「やるじゃん！」

　ゼタは地面から槍を抜く。両手で持ち、ぴたりと構えた恰かつ好こうには寸分の乱れもない。

「これがあたしの武器！　アルベスの槍ってのよ！」

　彼女はにやりとする。瞳ひとみは自じ慢まんの武器を取り戻もどした歓かん喜き、さらには復ふく讐しゆうで燃えていた。

「よくも人のもん売っぱらおうとしたわねー！」

　ゼタはアルベスの槍を振り回した。

　酒場の中では素す手でだったが、今度は武器での戦いだ。しかも屋外なので思う存分操あやつれる。ゼタの槍とバザラガの鎌は、次から次へと相手をなぎ倒していった。

　突とつ然ぜん人ひと質じちが暴れ出したので帝国兵が取り押さえようと駆かけ寄ってくるが、二人には通用しない。長ちよう剣けんごと吹ふっ飛ばされるか、叩たたきつけられる。武装していようと人数差があろうと関係なかった。

　決着が見えてくるまでに、それほどの時間はかからなかった。

　故買屋の人間はそのほとんどが気絶し、無事なのは頭ボ目スだけだ。帝国兵も年かさの兵士他数名しか残っていない。

　ゼタとバザラガはまだまだ元気一いつ杯ぱいだ。

「さあ、あたしたちの腕うで前まえは分かったでしょう」

　ゼタは槍を手にしたまま、にやっとした。

「こっちは別の用があるから、これでおさらばするわ。そうそう、酒場と兵隊のことはちゃんとしたとこに通報しとくからね」

「……そうはいかねえ」

　年かさの兵士がうめく。このような状じよう況きようとなっても、まだ気力を失っていなかった。

「とんだ損害が出ちまった。なにがなんでも、おめえらは金に換かえるぜ」

「諦あきらめた方がいいわよ」

「いいや、諦めるのはおめえたちだ」

　兵士が腕を上げた。

　ほぼ同時に低く唸うなるような音が響ひびいた。上空に点が出現し、徐じよ々じよに大きくなって来る。

　やがてそれは、椎しいの実のような形となる。前方には鋭するどく尖とがった船嘴ビークがあり、側面からは何本かの砲ほう身しんが突つき出ていた。

　帝てい国こく軍の騎き空くう艇てい、しかも巡防艦フリゲートである。比ひ較かく的小型だが立派な軍ぐん艦かんだ。威い嚇かくするかのようにゆっくり降下してくる。

　ゼタは騎空艇に見覚えがあることに気づいた。バザラガも同じことを感じたらしく、「俺たちを追っていた艇ふねだな」と呟つぶやいていた。
















「いくらおめえらの腕が立っても、軍艦相手は無理だ。さっさと降こう伏ふくするんだな」

　年かさの兵士の態度には、余よ裕ゆうすら見えていた。

「逃げようなんて考えるんじゃねえぞ。逃げ出しても上空から見ればすぐに分かる。下手なことをしたら」

　兵士がまた腕を上げる。いきなり砲が火を噴ふいた。

　鈍にぶい音が空中に響く。草原の向こうで爆ばく発はつ。砲ほう弾だんが炸裂したのだ。

「向こうに騎空艇が墜つい落らくして邪じや魔まだったからな。今ので掃そう除じした。どこかの間抜けが操縦をしくじったらしい」

「あたしのせいじゃないわよ」

　小声でゼタが言う。年かさの兵士には聞こえていない。

「粉々になりたくなかったら、余計なことは考えるな」

　とりあえず二人は武器を構えるのをやめた。ただしまだ手放さない。

　ゼタは空を見つめる。風がさらに強くなってきた。かすかに目を細める。

　これくらいの強きよう風ふうなら巡防艦フリゲートは平気なようだ。草地に着陸しようとしている。

「さあ来い」

　兵士が命じた。

　ゼタとバザラガは動かない。兵士は声を荒あららげた。

「なにをしてる！　早くしろ！」

　二人は上空を見上げていた。巡防艦フリゲートではなく、そのさらに上方。

　従わないことにいらいらしたのか、離はなれて見ていた頭ボ目スも叫さけんだ。

「さっさと行っちまいな！」

「……あのさ。伏ふせるか、せめて頭下げた方がいいわよ」

　ゼタが言う。頭ボ目スが怪け訝げんな顔をしているので、付け加えた。

「死ぬかもしれないから」

　ゼタとバザラガは、一いつ斉せいに地面へと身体を投げ出した。

　いきなり空が光った。

　次の瞬しゆん間かん暗くなり、これまでとは比べものにならない突風が吹き荒あれる。立ったままの兵士が数名、吹き飛ばされた。

　暴風はあたり一帯を巻き込んでいた。酒場の屋根が剝はがれて飛ばされていく。頭ボ目スが悲鳴を上げた。着陸態勢にあった巡防艦フリゲートもふらふらしている。

　突然、巡防艦フリゲートの中央部がひしゃげた。真っ二つに折れたかと思うと、爆発を起こして墜落。燃え上がった船体は草地に落下していった。

　兵士たちは啞あ然ぜんとしている。空には竜りゆうと共に舞う女性の姿があった。

　頭ボ目スの口から言葉が漏もれる。

「なに……あれ……」

「ティアマト」

　ゼタは伏せたまま言った。

「話くらい聞いたことあるでしょ。あれがポート・ブリーズ群島の星せい晶しよう獣じゆう、ティアマトよ」

　ティアマトは旋せん回かいしながら降下する。自らが破は壊かいした巡防艦フリゲートには、もう目もくれていなかった。

　ゼタは身体を半分だけ起こしてその動きを見ていた。

「帝国のなんとかって将軍が暴走させたのよ。一度はどっかの騎空団が鎮ちん静せいしたんだけど、どうも影えい響きようが残ってるらしくて、またこうやって暴れてんの。あたしたちはそれ聞いてやってきたわけ」

「本当だったの……？」

「信じないからこうなんのよ」

　ティアマトが聞き取れないほどの高音を発した。

　同時に竜が風を放つ。周囲の建物をなぎ倒たおし、木々を根こそぎ持っていく。

　酒場が風の直撃を受けた。屋根から柱から床ゆかからすべてが剝がれて飛び散り、店主やこそ泥たちは瓦が礫れきの下した敷じきになる。年かさの兵士は部下もろとも巻き込まれてどこかに飛んでいき、頭ボ目スは腰こしを抜かした。

「ひ、ひっ……」

「これはお返し！　あんたは寝ねてろ！」

　ゼタは槍やりの柄えで頭ボ目スの頭を殴なぐりつけて気絶させると、バザラガに言った。

「どう!?」

「かなり荒れてるようだ。ポート・ブリーズに来る前の嵐あらしも、ティアマトの仕し業わざだったようだな」

「帝国が砲撃なんかするから、余計怒おこったんじゃないの」

　ティアマトは美しい顔立ちを歪ゆがませ、夜や叉しやの表情で周囲に暴風を撒まき散らしている。

　すでに巡防艦フリゲートはなくなったにもかかわらず、怒いかりは収まることを知らない。しかも港の方角へ移動しつつあった。このまま放置すると多大な損害が出ることは明白だ。

「ここで止めなきゃまずいわね」

　ゼタが言う。バザラガも認めた。

「そうだな。この様子だと攻こう撃げき機会も一度きりだぞ」

「失敗したら『組織』に役立たずって罵ののしられそうね」

「失敗しなくても、武器を盗ぬすまれたことで罵られているだろうな」

「どっちも楽しそう」

　ゼタは笑う。

「じゃあせめてティアマトを止めて、人々を救おうじゃない」

　バザラガが「ほう」と言った。

「たいしたやる気だ」

「報ほう酬しゆう分の働きはするって決めてんの」

「同感だ」

　バザラガが立ち上がる。突風の中でも、その力強い両足でしっかりと身体を支えていた。

「俺が先せん陣じんを切る。一回きりだ。しくじるなよ」

「誰だれに向かって物言ってんの」

「俺自身だ！」

　バザラガは両腕に力を込めた。

　縄を千切った時よりも遥はるかに筋肉は盛り上がり、真っ赤になっていく。

　そして巨きよ大だいな鎌かまを上空に向けた。

「大鎌グロウノス……その力を示せ。ブラッディムーン!!」

　両手で持ち、力一杯振ふるう。空気が切り裂さかれた。

　刃はから放たれた衝しよう撃げき波はが幾いく重えにも円を描えがき、ティアマトに直撃する。ずしんと響き渡わたり、星晶獣の身体が揺ゆらいだ。

　ティアマトは驚おどろき、身体を動かす。

　瞳が怒りの色に満ちていた。星晶獣から見ればヒューマン族だろうとドラフ族だろうと、等しくちっぽけな存在だ。それが自らに刃は向むかったことで、大いに腹を立てていた。

　攻撃の矛ほこ先さきが二人に向けられようとする。

　バザラガが怒ど鳴なった。

「こっちを向いた！」

「任せて！」

　ゼタは槍を構え、真っ正面からティアマトを見み据すえた。

「アルベスの槍よ……我らが信条、示し、貫つらぬくための牙きばとなれ！」

　一度引き、頭上で回転させる。

　そして思いっきり跳ちよう躍やくした。

「プロミネンスダイヴ!!」

　槍の穂ほ先さきから衝撃が伸のび、ティアマトへと叩きつけられた。

　ティアマトと竜の身体からだが振しん動どうする。バザラガの攻撃と組み合わされ、二つの力が一つとなる。

　星晶獣の巨体が震ふるえた。衝撃が大きな火の玉に変へん貌ぼうして膨ふくれあがり、ティアマトすら包み込む。

　そして爆発。ティアマトが声を放つ。今度は怒りではなく、悲鳴に近い叫び。二人の攻撃が星晶獣の心を砕くだきつつあった。

　ティアマトは炎ほのおを振り払はらった。そして憎にく々にくしげにゼタとバザラガのことを睨にらむと、空中で踵きびすを返す。

　戦うことを諦あきらめたか、その身体は上空高く飛び去っていった。

　二人は追わない。どのみち、追う手段がなかった。

　やがてゆっくりと、風が収まっていく。空気は落ち着きを取とり戻もどし、あたりには静せい寂じやくが戻ってこようとしていた。

「ふう……うまくいったわね」

　ゼタは槍を持ったまま地面に座り込んだ。

　バザラガは立ったままだった。

「しばらくはティアマトも落ち着くだろう。将来までは分からん」

「そしたらまたあたしたちが来ればいいわよ。それにしても、あんたよくためらわずに先陣切ったわね。あたしが失敗したらって考えなかった？」

「考えなかった」

「へー。それ、あたしを信しん頼らいしてるってこと？」

「それは……」

　バザラガは一度口ごもり、言い換かえた。

「……喋しやべりすぎた」

「ふふん。言いたいことはちゃんと分かったわよ」

　彼女は立ち上がった。そしてアルベスの槍を肩かたにかけた。

「さあ、港に行くわよ。今度こそいい宿に泊るんだから」

「宿代はどうするんだ」

「あいつらを市民衛えい士しに突つき出す」

　ゼタは気絶したままの頭ボ目スや店主たちを指した。

「きっと賞金首よ。その金で豪ごう遊ゆうといこうじゃない。浴びるほど飲むわよ」

「お前らしい」

　バザラガは肩をすくめた。

　ゼタの言うとおり、二人は賞金を手にすることができた。そして数日間エインガナ港の繁はん華か街がいで飲み食いし、しばらく豪遊の代名詞としてその名を轟とどろかせることになるのだが、それは別の話である。

























　ベアトリクスは貴族の出である。洗練された物もの腰ごしと、訛なまりのない流りゆう暢ちような発音は血筋の良さを示していた。ただときおり見せる頑かたくなな態度と猟りよう犬けんに近い目つきからは、現在の良好ではない生活が垣かい間ま見みえる。すなわち彼女は没ぼつ落らく貴族であった。

　幼少期のベアトリクスはなに不自由ない暮らしをしていたはずなのだが、残念なことに記き憶おくにあるのは両親が領地の維い持じに四苦八苦している姿だった。それでも彼女は親思いだったので、成長したら家を助け家名を維持し、誰だれはばかることなく惣そう領りようになろうと決意していた。

　彼女には特技があった。幼い頃ころから武器を扱あつかうことに並々ならぬ興味を抱いだいており、父親が剣けん術じゆつを習わせたのだ。母親は詩作や舞ぶ踊ように力を入れて欲しかったようだが、当人が大広間でくるくる回るより長剣を振り回したがったのだから仕方がない。

　父親はベアトリクスの剣術修行に賛成で、あるときなどは本物を持たせてくれた。もちろん重くて持ち上げられなかったが、だからやめろとは決して言わなかった。ただその剣を欲しがる彼女には首を振った。

「お前はきっと、いい剣けん士しになる」

　と父親は言った。

「私たちがなるようなものじゃないが、騎き空くう士しだって目指せる。そうなったときに、これよりもっといいものを手に入れるんだ」

　家にはすでに、古道具屋も引き取らないような剣しかなかったのだ。あとはすでに売られていた。

　ベアトリクスはこのことをしっかり覚えている。その日は将来の夢を描きながら寝台ベツドに入ったのだから。

　だが成人した彼女の姿を両親が見ることはなかった。賊ぞくが押し入り、家にいた者はことごとく殺害されたのである。

　犯人は複数で、当時はなにを目的に襲しゆう撃げきしてきたのか不明だった。ベアトリクスは奇き跡せき的に生き残った。もう一度剣を手に取りたくて、地下室を捜していたのである。上に戻ったときは血の海であり、衝撃は察するに余りある。

　ベアトリクスは下級貴族の家に引き取られた。これが親切心によるものではなく、屋や敷しきと残った土地目当てだということは幼い彼女にもすぐに分かった。父が法服貴族だったので、処しよ罰ばつされた怨うらみでも晴らしたのだろうと見当もついた。

　とはいえ幼子の身としては拒きよ絶ぜつすることもできない。下級貴族のところに居い候そうろうとして暮らすようになったのである。

　ベアトリクスは下級貴族の子たちと幾いく度どとなく衝しよう突とつした。特に亡なき家族を馬ば鹿かにされたときは容よう赦しやしなかった。そして今度は自分からその家を飛び出した。

　嫌いやがらせに耐たえかねたわけではない。鍛たん錬れんを欠かさなかったため剣の腕うではかなり上達しており、下級貴族の子弟を遠えん慮りよなく叩たたきのめしていたから、馬鹿にされることもなくなっていた。ただ、屋敷内にいるべき時期は過ぎ、今こそ家族の仇かたきを討うつべきだと判断したのだ。

　彼女は各地を放ほう浪ろうし、ひょんなことから「組織」に拾われる。そして父親の言う「いいもの」と出会うことになるのだ。




「たああっ!!」

　鋼はがねの剣を一いつ閃せん。空中に蒼あおい軌き跡せきが残る。

　ベアトリクスの一いち撃げきを受けて、雨あめ切きり蜻蛉とんぼの身体が四散した。

　同年代の子供たちよりずっと背の低かった少女も、いまや成人して長剣を軽々操あやつる女性になっていた。青い鎧よろいを身に纏まとい、茶色の長ちよう髪はつの下に見えるやや幼さの残る顔立ちは、なんとも言いようのない色いろ香かを放っている。

　最後の一匹ぴきを退治し終えて、彼女は軽く息を吐いた。刀身についた汚よごれをぬぐう。

　剣はゆっくり明めい滅めつしてから、元の輝かがやきに戻った。

「一、二、三。こんなものか」

　始末した雨切蜻蛉を勘かん定じようする。情報通りであり、依い頼らい主も約束の報酬を払ってくれるだろう。

　ここはエルステ帝てい国こく勢力圏けんとメネア皇国勢力圏の、ちょうど境目にある地域、ルーマシー群島である。一応メネア皇国に属するが、実際はどっちつかずの場所で、貿易に従事している人たちが他の島から流れ着き、細々と暮らしているのみだ。

　彼女はルーマシー群島を構成する島の一つ、ネスラ島にいた。細長い島の北部で少量だが藍らん銅どう鉱こうが採れ、南部の港に運ばれる。その輸送隊が雨切蜻蛉に襲おそわれるのでなんとかして欲しいとの依頼を受けたのだ。彼女の腕前からすればたいした相手ではなく、すぐに退治できた。

　とはいえ、ベアトリクスは不満顔だ。

（もっと歯ごたえのある敵じゃないと……）

　その感情を口に出さないよう押しとどめる。それから依頼主のいるネスラ港へと向かった。

　ネスラ島の港は寂さびれていた。騎空艇の出入りは少なく、人の数も多くはない。無人の建物だけは多いが、これは藍銅鉱の産出量が多かったころの名残なごりである。

　ベアトリクスはがらんとした通りを歩いていた。方々にある空き家は木々の繁はん殖しよく場所となっていて、窓や出入り口から枝が伸びていた。ルーマシー群島は植物の天下であり、人間がいないとすぐ森になってしまうのだそうだ。

　港の荷下ろし区画を抜ぬける。後方では珍めずらしいことに幾いく人にんかの帝国軍人がいて、これまた幾人かの商人となんらかの取り引きをしていた。

　すぐ隣となりが小規模な市場マーケツトとなっている。そこに滞たい在ざいしている輸送隊の隊長を呼んだ。

　隊長の中年男はベアトリクスの報告を大おお仰ぎように喜ぶと、約束の報ほう酬しゆうを払ってくれた。

　彼女は硬ル貨ピの袋ふくろを懐ふところに押し込みながら訊きく。

「もっと面めん倒どうな依頼とか、強そうな相手っていない？　それこそ星せい晶しよう獣じゆうとか」

「なんだそりゃ」

　隊長は逆に聞き返した。

「ルーマシーで星晶獣どうこうなんて話は、今じゃまったく聞かない」

「ここらの星晶獣って確かユグドラシルじゃなかった」

「そうだが、そいつがなにかしたなんて話は……あ、いや」

　隊長はなにかを思い出す素そ振ぶりをする。

「本島での噂うわさなんだが、ちょっと前になんとかって帝国の人間が、ユグドラシルを暴れさせたなんて聞いたな。どっかの騎空士が鎮しずめたらしいが」

　立ち話だったが、ベアトリクスは思わず前のめりになった。

「それ、今はどうなってる？」

　隊長は肩をすくめた。

「なにも聞かないから、それっきりなんだろ」

　彼はそれ以上知らないらしい。聞いたベアトリクスは落らく胆たんした。

「もう退治したのか。でも帝国軍人に訊けば……」

「帝国の軍人なら向こうにいたが、知らないと思うぞ。ああ、そうだ」

　隊長は肩を落としているベアトリクスを見てなにか思い出したのか、さらに話した。

「ポート・ブリーズでティアマトが暴れたなんて話も仲間から聞いた」

　待望の星晶獣の話ではあるのだが、彼女は首を振った。

「そっちは知ってる」

「あと、あんたに客だ」

　怪け訝げんな顔をするベアトリクス。隊長は自分の背後に向かって手招きをする。

　やってきたものたちを見て、彼女は露ろ骨こつに嫌な顔かおをする。

　一人はヒューマン族の女性で、もう一人はドラフ族の大男。ゼタとバザラガであった。

　ゼタはにやにやしている。バザラガは無表情。もっとも顔の大半が兜かぶとで隠かくれているため、本当のところは不明だ。

　わざと目線を外したベアトリクスに、ゼタが言った。

「お仕事ご苦労様」

「……嫌味か？」

　ベアトリクスは答えた。ゼタは首を振ふる。

「いいえ。きちんと依頼を片づけたって聞いたから」

「にやにやしてるのが気になる」

「ベアを前にすると、どうしてもこうなんのよねえ」

　ベアというのは、ゼタだけが彼女に使う呼び名だ。

「同じ仲間なんだし、気にかけんのも当たり前でしょ」

「気にかけないでくれ。無視されたいくらいだ」

　ベアトリクスは食ってかかるように返事をした。

　彼女も「組織」の一員なので二人と顔見知りである。そしてゼタとは以前からの知り合いでもあった。

　下級貴族の家を飛び出し、各地を巡めぐっていたときに彼女はゼタと出会った。二人は顔を合わせた瞬しゆん間かんから罵ば声せいを浴びせ合ったというから穏おだやかではない。どうやらお互たがい「こいつは罵ののしるべき」とひらめいたらしい。

　かといって本気で嫌きらうこともなく、悪口合戦とはいえ一番会話をする相手にすらなった。短い間とはいうものの共に様々な経験をし、一度別の道を進んだ。そして「組織」でばったり再会し、今に至る。

　昔なじみではあるのだが、ベアトリクスがいい顔をしないのは、「組織」に気に入られているのはゼタの方だとの意識が強いためである。

　ゼタはまた言う。

「あたしとしては、ベアの活かつ躍やくは気になるなあ」

「そんなの知るか。私のことなんてゼタに関係ないだろ」

「立派なもんじゃない」

　ベアトリクスは睨にらんだ。

「自分が星晶獣を倒たおしたからって、自じ慢まんのつもりか？」

「おや、知ってたの」

　ゼタはやや驚おどろいた顔。

「倒したわけじゃなくて、追い払はらったんだけど」

「はっ、それも自慢か？」

　聞きたくないと言いたげなベアトリクス。ゼタは「刺とげ々とげしいこと」と呟つぶやいていた。

　ゼタはポート・ブリーズ群島でティアマトと戦っている。ベアトリクスはこのことを知って、自分も戦わなければと思ったのだ。

　ベアトリクスは上じよう昇しよう志向が非常に強い。幼少時の経験のため、己おのれの立場を押し上げなければまた辛しん酸さんを嘗なめることになると信じていた。

　ゼタのことをもう一度睨む。

「あんたは『組織』のお気に入りだから、気にならないんだろうけど」

　ゼタとバザラガは「あたしってお気に入りだった？」「聞いたこともない」などと話している。ベアトリクスは続けた。

「私はもっと上を目指すんだ。放ほうっておいてくれ」

「いやあんたに才能があるのはあたしも知ってんのよ」

　とゼタ。

「だからってそう焦あせらずに、ちょっとは休むことも必要じゃない？」

「ふん。貧びん乏ぼう人に暇ひまはないんだよ」

「休むといいことあるわよ。仕事なんか気にならなくなる。ずっと休んでごろごろしたくなる」

　それはどうなんだと隣のバザラガが呟く。ベアトリクスは聞く耳を持たない。

「だったら星晶獣を探すね」

「焦って逃にがしたら元も子もないわよ」

「平気だ。私には」

　彼女は自分の武器を握にぎりしめた。

「エムブラスクの剣けんがある」

　剣は静かに蒼い光を放っていた。

　この長剣こそが、ベアトリクスの愛剣「エムブラスクの剣」である。彼女はこれを見せられたとき、父親が予言した「いいもの」であると直感した。

　この剣は切れ味鋭するどく、しかも使い手に重さを感じさせないほど軽々と扱あつかわせた。同時に威い力りよくを存分に発揮するにはかなりの精神力と集中力を必要としていた。

　すなわち、油断すると意図から外れた力を見せるのである。それはしばしば使い手自身への痛手となり、時には命を奪うばうことにも繫つながった。

　エムブラスクの剣はなかば厄やつ介かい者もの扱いされていたのである。危険なので使うものがいなかったのだが、ベアトリクスは懇こん願がんして引き取った。星晶獣を倒すにはこれくらいの武器でないと駄だ目めだと思ったのだ。以来、彼女はこの剣と旅を続けている。

　ゼタももちろんエムブラスクの剣のことは知っていた。

「それ、まだちゃんと扱い切れてないんでしょう」

「私は使いこなしている」

　ベアトリクスは反論した。

「少しくらい荒あらっぽい方が、威力があっていいんだよ」

「分かったわよ。じゃあせめて、あたしにつきあってくれない。剣の使い方なら……」

「うるさいな。もう関かかわらないでよ！」

「まあ聞け」

　と言ったのはゼタではなくバザラガだ。ベアトリクスは彼のことも睨む。

「なんだよ、アンタも私に説教か？」

「いいや。だがゼタの言ってることがいつも間ま違ちがってるわけではない」

　ゼタがバザラガを睨みつける。バザラガは気にせずベアトリクスに語りかけた。

「目先を変えてみるのも一興だ」

「残念ながら、私にはあんたらみたいにのんびりしてる余よ裕ゆうはないんだよ」

「しばらく俺たちと行動を共にするのはどうだ」

「断る」

　これで終りとばかりに、ベアトリクスは言い放った。

　彼女は常に、強きよう烈れつな上昇志向を抱いだいていた。それは焦りにも似ており、「組織」の同どう僚りようが星晶獣を退治したと知るとなおさら強くなる。

　今もゼタを目の前にして「星晶獣を倒してのし上がる」という欲よつ求きゆうは、抑おさえきれないほど高まっていた。それは単独行動をして、一人で達成しないと意味がないのだ。

　ベアトリクスの感情にあてられたかのように、ゼタとバザラガは口をつぐんだ。

　そこに、先ほどベアトリクスに報酬を渡わたした隊長がやってくる。

「あー、あんた。星せい晶しよう獣じゆうがどうこうってことだけど」

　ベアトリクスが振り向く。男は言った。

「この先の街道を外れたとこに、雨緑の森ってのがあるんだが、そこに星晶獣の痕こん跡せきがあるとかなんとかって聞いたぞ」

　ベアトリクスの顔が輝かがやいた。

「本当か!?」

「ついさっき、帝てい国こくの軍人が言ってた。向こうも星晶獣を相手にするみたいで……」

「行く」

　最後まで聞かずにベアトリクスは答えた。隊長が戸と惑まどう。

「ただの噂うわさで、依い頼らいでもなんでもないんだが……」

「別にいい。詳くわしく教えてくれ」

　ベアトリクスは言った。たとえ噂だろうと、星晶獣のことなのだから話に乗ると決めたのだ。

　彼女は森のどのあたりかを聞き出すと、さっさと歩き出した。

　ゼタが呼び止めようと声をかけた。

「ねえベア……」

「ついて来るな」

　振り返らずにベアトリクスは言う。

「これは私の役目なんだ。ゼタには関係ない」

「『組織』の仲間じゃない。一応」

「仕事仲間は作らないようにしているんだ……もうどこか別のとこに行ってくれ」

　それ以上なにも言わせず、彼女は小走りに街道へと向かって行った。




　街道をしばらく進み、右に外れるとそこはもう雨緑の森だ。ルーマシー群島の森林はどこも鬱うつ蒼そうとしているが、ここは背の高い木と灌かん木ぼくが混在していて真まっ直すぐ歩くのすら困難だった。

　湿しつ気けとむせるような植物の匂においが全身を包む。足元には四方八方に木の根が張っており、びっしりと苔こけが生えているので滑すべりやすい。彼女はしばしば転びかけた。

「まったく、厄やつ介かいな森だな……」

　罵りながらも、聞いたとおりの場所へと向かう。森の奥に廃はい墟きよがあり、そこが現場らしい。

　無む秩ちつ序じよに生えている蔦つたを、エムブラスクの剣で切っていく。緑の世界はどこまでも続くかに思われた。

　ふいに、視界が開ける。

　石造りの建造物がいくつも目に入った。住居らしきものから、集会所らしき大きな建物まである。どれも半はん壊かいしているため、かなり昔に建てられ、放ほう棄きされたことがうかがえた。

　その昔は村落だったのだろう。今はひとけがない。

　例によってあちこちに植物が生えているものの、歩きづらくなるほどのものではない。一通り見て回ろうと中央へ進む。

　と、話し声がした。

　反射的に木の陰かげに身を隠かくした。向こう側には星晶獣ではなく、武装した一団がいた。

（帝国兵……？）

　慎しん重ちように観察する。人数は十人に満たないが、全員鎧よろいを着用しており、武器も手にしている。ただ鎧と武器の種類はまちまちで、しかも古ぼけていた。

（あれはエルステ帝国兵で……あっちはメネア皇国兵？　どうなってるんだ……）

　帝国と皇国は表だって衝しよう突とつすることこそないものの、いい関係とは言えなかった。それは末まつ端たんの兵士にも伝染していて、顔を合わせれば喧けん嘩かに発展するとも言われていた。

　だがあの連中からは騒そう動どうが起こりそうな気配はない。顔つきは物ぶつ騒そうだが、互たがいに角つの突つき合わせてはいなかった。

（いったいなんで……あ）

　思わず声を出しそうになり、慌あわてて口をつぐむ。

（脱だつ走そう兵か……！）

　軍を逃げ出した連中がなんらかの理由で合流したのだ。所属元から離はなれるくらいだから、喧嘩をする理由もない。

　しかしその脱走兵が、こんな森しかない島でなにをしているのだろう。

　その解答はすぐに見つかった。

　脱走兵たちの足元に、幼い子供が数人座っているのだ。怯おびえたように縮こまっていて、小刻みに震ふるえている。

（あいつら……！）

　直感した。脱走兵たちは幼子をさらい、売り飛ばすことを稼か業ぎようにしているのだ。いったんここに集めてからどこかに移動させる気だ。帝国と皇国の境目にあり、かつ無人の地が多いルーマシー群島は絶好の中ちゆう継けい点というわけだ。

　頭に血が上る。思わず足を踏ふみ出していた。

「おい！」

　脱走兵たちが驚おどろいて振ふり返る。

「その子たちを放せ」

　兵士たちは警けい戒かいしていたが、ベアトリクスが一人だと知ると笑い出した。

「なんだねえちゃん。こんなとこで」

「それはこっちの台詞せりふだ。早く子供たちを放せ。それと星晶獣はどこにいる」

「星晶獣……？」

　脱走兵の一人が怪け訝げんな顔をする。

「本島で星晶獣が暴れたなんて噂なら確かに聞いたが……」

　ベアトリクスは少し落らく胆たんした。どうやら同じ噂が単に回っているだけらしい。

　だが星晶獣がいないとなると、倒たおすべきものは一つとなる。

「その子たちを解放しろ。さもないと」

「さもないと？」

　脱走兵はベアトリクスのことを明らかに侮あなどっていた。彼女は一人で、自分たちは大勢だという安心感によるものだ。

「さもないと、なんだ」

「こうしてやる！」

　ベアトリクスはエムブラスクの剣を握りしめ、駆かけ出した。

　あっという間に、一人の懐ふところに飛び込むと、長剣で叩たたき伏ふせる。踵きびすを返して斜ななめ後ろの男を斬きった。

　脱走兵たちがたじろぐ。ベアトリクスは子供たちに怒ど鳴なった。

「逃げろ！」

　エムブラスクの剣を正面に構え、敵から目線を離さない。

「街道に出て港へ向かえ！　誰だれか大人を捕つかまえて助けを求めるんだ！　さあ、走れ！」

　子供たちは怯えていたものの、その言葉に後押しされて立ち上がり、駆け出した。

「あっ、くそっ！」

　追いかけようとする脱走兵を、ベアトリクスが足を出して転ばせる。ついでに横腹を蹴けった。

「お前らの相手は私だ、余よ所そ見みするんじゃない！」

　脱走兵たちも武器を手に、ベアトリクスを取り囲む。

　ベアトリクスは半円形に取り囲まれる形となった。人数的には明らかに不利だが、相手はかかってこない。直前までの腕うで前まえを見ているためだ。

　脱走兵の一人が仲間に言った。

「おい、あれもってこい」

　言われた相手は「分かった」と返事をすると村落の奥へと走って行く。

　ベアトリクスは動かない。

「ふん、なんだか知らないが、抵てい抗こうするだけ無む駄だだぞ」

「ああそうだな。ねえちゃんが見てくれよりやるってのは分かったよ」

　メネア皇国の鎧を着込んだ男が言う。

「だけど俺たちも、儲もうけの種を奪うばわれちゃ黙だまっていられねえ」

「諦あきらめな。犯罪者の報むくいだ」

「いいや、ねえちゃんこそ諦めてもらうぜ！」

　突とつ然ぜん、村落の奥から駆く動どう音が響ひびいてきた。

　なにかがこちらに向かってくる。人よりも大きく、全すべてがぬらぬらとした装そう甲こうに覆おおわれており、身体からだのあちこちから油オイルと煙けむりを噴ふき出している。そして装甲の隙すき間まから覗く歯車。

　生き物ではなかった。機械でできた兵士だった。

「機械兵……？」

　ベアトリクスが呟つぶやく。男が笑った。

「よく知ってんな。バルツ公国製せいの機械兵よ。しかも改良品。商売の儲けで手に入れたもんだ。こいつがあれば、大人も驚くからガキをさらいやすいんだが……」

　脱走兵の目が憎にくしみに光る。

「邪じや魔まされたとあっちゃただじゃおかねえ。こいつに勝てたやつは一人もいねえんだ。覚かく悟ごしな！」

「覚悟するのはそっちだ！」

　機械兵が向かってくる。ベアトリクスは正面から対たい峙じした。

　甲かん高だかい駆動音と、歯車が嚙かみ合う騒そう音おん。機械兵の腕がいきなり振るわれた。

「当たるか。間ま抜ぬけ」

　ベアトリクスは左に避よける。エムブラスクの剣けんを振るった。

「さあ、いくぞ！」

　頭の中に時計が浮うかぶ。三分の一ずつ針が動き、四時の方角で止まる。

　これはエムブラスクの剣の使い手であるベアトリクスだけが使える技わざだ。頭の中で時計の針が動き、様々な効果を発揮するのだ。それによって自らの身体能力にいい影えい響きようを与あたえる。

　今は神経が研とぎ澄すまされ、攻こう撃げきを受け流せる状態だった。

　機械兵がまた拳こぶしを振るう。時計の針が動く。

「ていっ！」

　連続攻撃をおこなった。機械兵の鎧の隙間に向けて剣先を繰くり出す。

　敵も予想していたようで、装甲に阻はばまれた。ベアトリクスは跳とび退すさる。

（ちっ、固いな……！）

　攻撃をもっと激しくしなければ駄だ目めだ。さもないと機械兵を機能停止に追い込めない。

「次だ！」

　自らへの気合いというより、エムブラスクの剣に言い聞かせる。さらに剣を振るった。

　鋼はがねと鋼が激げき突とつする轟ごう音おんが周囲に響き渡わたる。ときならぬ戦せん闘とうに、驚いた鳥たちが木々から飛び去っていく。

　連続攻撃。機械兵の装甲ごと砕くだかんと、ベアトリクスは幾いく度ども剣を繰り出していった。

　と、頭の中の針がぬるぬると動き出した。

　ベアトリクスの意思とは関係なく、針がぐるぐる回る。そして様々な影響が同時に出た。身体が熱くなったり冷たくなったり、神経が研ぎ澄まされたり鈍にぶくなったりを繰り返した。

　彼女の心に焦あせりが生まれた。

（しまった……！）

　機械兵との戦いに集中しすぎたのだ。エムブラスクの剣が、ベアトリクスの意思とは違ちがった効果を発揮していく。

「静かにしろ！　黙れ！」

　叱しつ責せきしても収まらない。それどころかますます頭の中の針が回転し、蒼あおい光は目も眩くらむ輝かがやきとなっていく。

　全身を高こう揚よう感が包んだと思ったらすぐにだるさが増す。さらにはその両方に襲おそわれる。

　もはや戦闘どころではない。ベアトリクスはエムブラスクの剣を操あやつるのに精せい一いつ杯ぱいだった。

「あまり言うこと聞かないと捨てるぞ！」

　捨てられてはたまらないと思ったか、エムブラスクの剣は突とつ然ぜん輝くのをやめた。次の瞬しゆん間かん。

　身体に大きな衝しよう撃げき。ベアトリクスは弾はじき飛ばされる。

　機械兵に殴なぐられたのだ。彼女の身体は村落の端はしまで転がっていった。

　身体が弱っていたため、かなりの痛手となった。目から火花が散ったんじゃないかと思ったほど。

　痛む身体を起こした。脱走兵たちがげらげら笑っている。言い返す余よ裕ゆうもない。機械兵が派手な動きを見せる。

（……戦えるか……？）

　激痛で視界がぼんやりしている。握あく力りよくも落ちていて、剣を振るえる自信がない。

「いや……まだだ……！」

　精神を奮い立たせる。血で視界が滲にじむが、これくらいでへこたれてたまるものか。

　ふいに、目の前が明るくなった。

　機械兵の姿がない。というか、遠ざかっている。だから視界が晴れたように感じたのだ。どこかへ行こうとしていた。

　脱走兵たちは「ガキを見つけたぞ」と叫さけんでいる。追いかけるつもりなのだ。血まみれの女の重要度は低いというわけだ。

「ま、待て……」

　足がもつれた。それでもエムブラスクの剣を支えにして追いかけようとする。

　急速に力が抜ける。木にもたれかかり、そのままずるずると崩くずれ落ちる。

　脱だつ走そう兵たちの声がかすかに聞こえてきたが、やがて意識と共に遠ざかっていった。




　ベアトリクスは足を引きずりながら、ネスラ島の港まで戻もどった。

　彼女はしばらくの間、巨きよ木ぼくの根の間で気絶していた。ようやく目が覚めたら、エムブラスクの剣だけが足元に転がっていた。もちろん、脱走兵たちや子供たちの姿はない。

　乾いた血をぬぐいながら、とぼとぼ歩いた。

　直前までの戦いぶりを思い出したくなかった。大木に頭を打ちつけたくなってくるのだ。実際にやったらまた気絶しそうになったので、さすがに自重した。

　あれはベアトリクスがしばしば遭そう遇ぐうする陥かん穽せいである。エムブラスクの剣に振り回され、思うように戦えなかったのだ。そこらの魔ま物ものを相手に戦っているうちはまだいい。だが今回のような敵を相手にすると、エムブラスクの剣と使い手である自分の思おも惑わくが一いつ致ちしないのだ。以前からその傾けい向こうはあったのだが、短時間で倒せていたので顕けん在ざい化しなかったのだ。

　根城にしている粗そ末まつな宿へ向かう。気配がしたので、ふと顔を上げた。

　宿の前にはゼタとバザラガがいた。

　ベアトリクスは不機嫌な表情で言う。

「どいて」

「怪け我がした？」

　とゼタ。ベアトリクスは面めん倒どうそうに返事をする。

「どうでもいいだろ」

「帝てい国こくと皇国の兵隊相手に立ち回ったんだって？」

　ベアトリクスは胡う散さん臭くさげな目を向けた。

「見てたのか？」

　ゼタは首を振ふった。

「逃にげてきた女の子たちから聞いた。あんたが戦ったってことは、その娘こが詳くわしく話してくれたわよ」

「じゃあ知ってるな。私は脱走兵相手に立ち回って、へんてこな機械相手にやられた。無様なところを笑いたいなら勝手にどうぞ。見てないところで存分にやってくれ」

「すごくかっこよかったって、その娘は言ってたわよ」

「はっ、かっこいいもんか」

　ベアトリクスは自じ嘲ちようした。

　無意識のうちに、エムブラスクの剣に手を触ふれていた。戦っているうちに制せい御ぎよできなくなり、剣の潜せん在ざい能力を発揮することがかなわなかった。

「自分が嫌いやになる……」

　ゼタはベアトリクスにゆっくり説明した。

「女の子たちは薬草を採りに行ったところで捕つかまったんだって。かなりたちの悪い連中みたいね」

「逃がしたんじゃ意味がない」

　それからベアトリクスは訊きいた。

「その娘は？」

「両親のもとに返した」

　これはバザラガが答えた。ベアトリクスは小さくうなずく。

「唯ゆい一いつの救いだな」

　宿に入ろうとする。そこをゼタが止めた。

「まあ待ってよ。会って欲しい人がいるの」

「会いたくなんてない。よかったな」

　宿の戸をくぐる。が、ゼタによって引き戻された。ベアトリクスは一瞬だけじたばたした。

「なんだよ！」

「だから待ちなさいって。会うだけ会ってよ」

　ゼタはまるで猛もう獣じゆうを落ち着かせるように、どうどうと手で押さえた。

「ちょっとした知り合いなんだけどね。あんたが適任だと思って」

「分かった分かった……。で、そいつはどこにいるんだ」

「宿の中」

「じゃあさっさと入れろよ！」

　彼女は今度こそ宿の中に入る。粗末な宿は二階建てで、一階が酒場となっていた。

　中には料理の仕込みをしている女主人を除けば、一人しかいない。綺き麗れいな姿勢で座っていたその人物は、ベアトリクスを見るなり立ち上がった。

　そして彼女に近づくなり、ひざまずく。

「お初にお目にかかります」

　やけに礼れい儀ぎ正しいなと思うベアトリクス。その人物はさらに言った。

「僕はアンジェ・デルランジェ。アンジェと呼んでくれるかな」

「はあ」
















　気の抜ぬけた声を発するベアトリクス。アンジェは顔を上げた。

「キミが僕の運命のお姫様プリンセス……なのかな？」

「お姫様プリンセスぁ？」

　突とつ然ぜんの言葉に、ベアトリクスは驚おどろいてゼタの方を向いた。

　ゼタは当然のように言う。

「アンジェはね、運命のお姫様プリンセスを探して旅してんの。ちょっとした理由であたしたちの騎き空くう団だんに加わってね。これはベアに会わせる必要があるなと」

　ベアトリクスはまだ驚きが抜けていない。

「理由がさっぱり分からないんだけど」

「アンジェの希望を無にするつもり？」

「希望ってなんだよ」

「だからお姫様プリンセス探し」

「この人がお姫様プリンセスを探しているのはいい。私には理解し難いが、そういうものだと納なつ得とくはできるよ。だけど」

　彼女は一度アンジェを見て、またゼタに言った。

「この人は女性じゃないか！」

　ベアトリクスの声にびっくりしたのか、女主人がぎょっとしていた。

　彼女の言うとおり、アンジェは女性であった。ただし女性の身なりではない。

　アンジェは青と白で彩いろどられた男性用の服を着て、男性用の長靴ブーツを履はいていた。鍔つばの広い帽ぼう子しを小こ脇わきに抱かかえ、腰こしには細身の長ちよう剣けん、いわゆるレイピアを佩はいている。顔立ちは凜り々りしく、女らしさといえば長い髪かみくらいだ。

　ベアトリクスはアンジェに、立ち上がるよううながした。

「お姫様プリンセスを探している人が、どうして私のところに」

　アンジェは立ちながら言った。

「ゼタさんからベアトリクスさんに教わるべきだって聞いたんだ」

「教わるってなにをだ？」

「剣の扱あつかい方さ」

　アンジェはベアトリクスに、腰のレイピアを見せた。

「いつの日かお姫様プリンセスと出会い、その人を守るためにも剣に習熟したいんだ」

「それを私が教えるの？」

「うん。お願いできるかな」

　アンジェは澄すんだ瞳ひとみで返事をした。

　ベアトリクスは一いつ瞬しゆん絶句すると、ゼタの腕うでを摑つかむ。そして酒場の隅すみへと連れていった。

「なんだよあれは」

「見ての通り、弟で子し」

　ゼタは答える。

「あんたが師し匠しよう」

「そんなのはいらない。ついさっき、負けて帰ってきたばかりの私に先生役をやれとは、どういうつもりだ。手の込んだ嫌いや味みか？　どこまで性格悪いんだよ」

「あたしがベアに嫌がらせするわけないでしょう」

「一つずつ例をあげようか。両手両足じゃきかないぞ」

　ベアトリクスは猛もう禽きん類るいのような目つきをしていた。ゼタは目線を天てん井じように向けてから、戻す。

「まあそれはいいとして、ベアなら任せられると思ったの」

「お前たちがやれよ」

「あたしは槍やり。バザラガは鎌かま。ベアなら剣だからアンジェと一いつ緒しよ」

「やだよ。あんな細い剣じゃ勝手が違ちがう」

「えー。わざわざこんなさびれた島まで来たアンジェを帰しちゃうの？」

　アンジェは少し離はなれた場所で直立不動の姿勢をとっており、ベアトリクスのことを見つめていた。極きわめて礼儀正しく、どこか世間知らずのような風ふう貌ぼうは、まさに遍へん歴れきの騎き士しを目指す騎士見習いだ。昔の自分とはあまりにも対照的。

　だからといって、無下にするのもどこか忍しのびない。

　ベアトリクスは珍めずらしくため息をついた。

「分かったよ。引き受ける……」

「さすが」

　ゼタは軽く拍はく手しゆ。ベアトリクスはそれをやめさせると、

「ただ一つ条件がある。私が戦った脱走兵どもを捜して欲しい。やられっぱなしは性しように合わないんだ」

「もう手配はしてるよ」

　ゼタは手回しのよさを見せ、どうだと言わんばかりに笑う。

　ベアトリクスは無視してアンジェのもとへ戻った。

「引き受けた」

「ありがとう。レディ」

「淑女レデイなんて呼ばれたのは五歳の時以来だ。寝ね起おきしてるのはここの宿？」

「いいや……でも、すぐに荷物を持ってくるよ」

　ベアトリクスは「じゃあさっそく……」と言いかけて、気がついた。

「……お姫様プリンセスを探しているって言ってたな」

「そのために剣を……」

「私はアンジェの理想のお姫様プリンセスなのか？」

「あ、いや……」

　少し戸と惑まどうアンジェ。

「理想にはかなり近いんだけど……」

「じゃ、なんで私をお姫様プリンセス呼ばわりしたの」

「ベアトリクスと会ったら、お姫様プリンセスと呼べってゼタが」

　最後まで聞き終らないうちに、ベアトリクスは夜や叉しやの形相で振り向く。だがゼタはバザラガと共に、とっくに姿を消していた。




　　　　○




　ベアトリクスはいなくなったゼタを罵ののしりながらも、アンジェに剣術を教えることにした。

「まずは剣を抜いて、構えて」

「うん」

　ベアトリクスの言葉通りに、アンジェはレイピアを鞘さやから抜く。

（おや……）

　すぐに気づいた。アンジェの構えはきちんとしている。身体からだを半身にして二の腕がふらふらしていない。視線の先に刀身があり、その先の敵を捕とらえるようにできている。申し分なかった。

「しまって」

　ベアトリクスはとりあえずレイピアを腰に戻もどさせる。

「使い方、習ってたのか？」

「一応ね。王子様のたしなみってやつさ」

　アンジェは答える。

「理想のお姫様プリンセスを探すんだから、鍛たん錬れんは欠かすわけにはいかないよ」

「じゃあ私は必要ないじゃないか」

　基き礎そがしっかりしているのだから、あとは独習でもなんとかなるはずだ。実戦経験を積めばより上達するはず。

　それでもアンジェは首を振ふった。

「そこらの魔ま物ものと戦うのならいいんだけど、ちょっと強くなると倒たおしきれなくなるんだ。おかげで逃にげられたり、反はん撃げきされることも多くて。だからそのあたりのコツを教えてもらえると嬉うれしいな」

「なるほどねえ……」

　ベアトリクスは腕組みをした。一種の壁かべにぶつかっているのだろう。よくある話で、技量が順調に上じよう昇しようしてもある程度のところで頭打ちになるのだ。ここを乗り越こえることができれば、また成長が続く。

　ふと、ベアトリクスは質問した。

「技わざは使えるんだよな」

「技……？」

　アンジェは頭に疑ぎ問もん符ふを浮うかべる。ベアトリクスはぎょっとした。

「もしかして、技を知らないで戦っていた？」

「うん……？」

　アンジェはいまだきょとんとしていた。

「技」というのは、ようするに戦せん闘とう中に繰くり出す得意技のことである。ただ敵を殴なぐっているだけでは能がないので、騎空士はたいていなにか会え得とくしている。これによって強大な敵の攻こう撃げきを回かい避ひしたり、弱点を突ついたりする。むろん使わなくてもいいのだが、使用した方が便利でかつ少人数でも優位に立てた。

　ベアトリクスはアンジェに言った。

「剣を習っているとき、なにか得意な技を編み出せって言われなかった？」

「記き憶おくにないなあ」

　アンジェは少しだけ首を傾かしげてから、さらに言った。

「ただ、魔物の攻撃をかわして反撃する技とかは身につけたけど」

「そうそう、それ」

　恐おそらくアンジェは、知らず知らずのうちに身につけ、戦闘に使用していたのだろう。

　ただそれを任意の機会に使えるようにならないと、宝の持ち腐ぐされとなる。

「ベアトリクスは技をきちんと使えるんだ」

「そりゃそうだ。私のはちょっと特とく殊しゆだけど」

　彼女はエムブラスクの剣に軽く触ふれる。

「この剣がたいそうな暴れ馬でね。私はこいつを制せい御ぎよすることに全すべてをかけてるんだ」

「うまくいってる？」

「いってたらこないだ負けてない」

　ふとアンジェが、思いついたように言う。

「じゃあ僕と一緒に技を磨みがこう」

　ベアトリクスは「はあ？」と答える。

「なんで教える側も習わなきゃならないんだ」

「そりゃそうだけど」

「いいからやるぞ」

　二人は剣の訓練をはじめた。

　アンジェの剣けん捌さばきに文句をつけるところはなかった。基礎がしっかりしているから、応用もききそうだ。

　となると、やはり技をきちんと使えるようになる必要がある。

「アンジェは、自分がどんな技を使えるか分かるか？　無意識でやってるのがあるだろ」

「ええと」

　彼女は指を折りながら答えた。

「相手の攻撃をかわして反撃するやつとか、連続攻撃がしやすくなるやつとか。あとは怪け我がを治したり」

「自分の治ち癒ゆができるのか。だったら時間はかかっても、魔物を倒せるだろう」

「いやあ、使う前にこっちがやられたりするから」

　照れくさそうに言うアンジェ。ベアトリクスは渋しぶい表情を作る。

「そこが欠点だな。技はためらったら負けだ。機会をうかがってばかりだと、本当に必要な局面でなにもできなくなる」

　アンジェが身を乗り出す。

「へえ！　具体的にはどんなこと？」

「治癒なら体力を見み極きわめて使えばいい。まず自分の体力が落ちてるときにかわしながら反撃して、直後に治癒すればもっといい」

「でも敵って、たまに変な攻撃してくるのがいるじゃないか。鱗りん粉ぷん撒まいたり、火か炎えんを噴ふいたり。ああいうのはかわしようがないよ」

「そういう攻撃は目安になる仕草があるから、やられると感じたときに自分を治癒して身体を労いたわっておくんだ。そうすれば攻撃されても踏ふみとどまれるだろ？」

「なるほど」

　アンジェは感心したように手を叩たたいた。

「凄すごいねベアトリクスは」

「ふふん。ま、普ふ通つうのことだ。もっと自分自身と向き合え」

「やっぱり、自分の技も、そうやって見極めてるのかい？」

「だから私のは特殊で……」

　そう言いかけて、彼女は口をつぐんだ。

（確かに、向き合うことを諦あきらめかけていたな……）

　体調が悪いときなどは、はじめからエムブラスクの剣を操あやつることを諦めて、ただひたすら斬きりつけていた。それが一番手っ取り早いと思っていたからだ。

　しかし改めて技のことを考えると、もっとやりようがあった気がする。

「ベアトリクス？」

　アンジェに声をかけられて、ベアトリクスは我に返った。

「あ、ああ、ごめん。じゃあ私が敵かたき役やくになるから、色々覚えていこうか」

　二人は木の枝を仮の剣に見立てて、打ち合いをはじめた。




　それからしばらくの間、アンジェの特訓は続いた。

　彼女の学ぶ姿勢は悪くない。むしろいい方で、技でできることを把は握あくすると、いかにして効果的に使用するかをすぐに考えはじめた。昼も夜もそのことばかりで、どうかするとベアトリクスよりも剣術に真しん摯しだ。

　そのことをベアトリクスが褒ほめると、アンジェは笑いながら言った。

「お姫様プリンセスを守るなら、これくらいはしなくちゃ」

「本気でお姫様プリンセス探しをするなら、人を雇やとう手もあるぞ」

「それじゃ意味ないよ。僕自身の目で確かめないと」

「あんた貴族だろう。実家に頼たのむなりなんなりしてもいいじゃないか」

「うーん……僕は実家を飛び出してねえ……」

　アンジェは困ったように言った。

「僕はラヤってとこの出身なんだけど、わけがあって帰ってないんだ。向こうだと僕がお姫様プリンセス扱あつかいされるし」

「贅ぜい沢たくだな。私なんか帰る場所がないよ」

　ベアトリクスが言う。

「両親はいないし屋や敷しきは人手に渡わたり、今のところに拾われなければ、路地裏でのたれ死んでいたかもしれないな」

「ゼタと同じとこにいるんだよね」

「あそこでエムブラスクの剣を与あたえられたんだ。いつかこれを使って、私の全てを奪うばった奴やつらを倒す」

　我知らず台詞せりふが強いものとなった。昔のことを思い出すと、どうしてもこうなる。

　対照的に、アンジェの口調は穏おだやかだ。

「そんなに張り詰つめなくていいと思うけど。ひょっとしたらベアトリクスって、どんなことでも全力で突っ走ったりするの？」

「ああ。悪いか？」

「悪くないけど、心配している人がいるかも」

「私ごときを気にかける人間がいたら、相当な暇ひま人じんだ」

「ふふ……僕はもうちょっと柔やわらかい方がお姫様プリンセスとして好きだな」

「お姫様プリンセスじゃないからな」

　エムブラスクの剣を抱かかえる。一度歩み出した方向を今さらそれたりできない。お姫様プリンセスだのなんだのは、しょせんおとぎ話の世界だと彼女は信じていた。この剣と共に行くべき道は決まっている。

　アンジェが手を伸のばす。

「それ、見せてもらっていいかな」

　ベアトリクスは承しよう諾だくすると、剣を渡した。

　蒼あおく輝かがやく刀身を、アンジェは興味深そうに見つめている。

「ごつごつしてて、普通の剣とは違ちがうね」

「私以外の人間には使えないぞ。こいつ自身と契けい約やくする必要があるから」

「どんな風に使うの？」

　ベアトリクスはアンジェにエムブラスクの剣を返してもらうと、立ち上がった。

「まずこいつをきちんと握にぎる」

　柄つかを両手で握った。正面を見み据すえる。そのまま頭の中に意識を集中した。ぼんやりと画像が浮かび上がってくる。

「それから頭の中に時計の像を描えがく。クロック・オー・デルタと呼んでいる」

「三角時計クロツク・オー・デルタ？　へえ」

　アンジェは「面おも白しろい呼び方だね」と感心していた。

　ベアトリクスも変わった名めい称しようだとは思っているが、他ほかに表現が思おもい浮うかばないのである。

　頭の中に浮かぶ時計。この文字盤ばんが三つの区域に分けられているので、三角時計クロツク・オー・デルタと呼んでいた。

　文字盤の区域は十二時の方角が「ネード・ヌル」、四時の方角が「ネード・ネリ」、八時の方角が「ネード・セイツェ」とそれぞれ名付けられていた。針がこれらの区域に止まると、特定の力を与あたえてくれるのだ。

　与えてくれる力は様々だ。ネード・ヌルとネード・セイツェは身体からだを強くすることが多く、ネード・ネリは強くはならないが治ち癒ゆすることが多い。さらにベアトリクスは強引に時計の効果を延長させることができた。

「本質は魔ま法ほうで力が強くなるのと変わらない。剣けんの威い力りよくが高まったり、私に治癒を施ほどこしたり、身体を鎧よろいみたいに固くしてくれたり」

「じゃあ魔法じゃないの？」

「どうだろうな。似てるだけで違ちがうらしいんだ。『組織』じゃ因果律をねじ曲げるなんて習い方をした」

「強くなれるんだよね」

「善よし悪あしかな。相手の敵てき愾がい心しんをかき立てたり、私の身体が脆もろくなることもある。制せい御ぎよすべきなんだが、なかなかうまくいかないんだ」

　ベアトリクスは顔をしかめる。また負けた戦いを思い出してしまった。

「延長だけではなくて、針の停止もできる。たとえばネード・ヌルだと威力が増すから、強引に針を止めれば強くなった状態を保てるわけ」

　アンジェは説明を聞きながら、ちゃんと理解しようと口の中で反はん芻すうしていた。

「複雑だけど……頑がん張ばればなんとかなるかな」

「そう都合よくいかない。連続で攻こう撃げきしていると、効果がなぜか延長されることがあるんだ。敵愾心や身体が脆くなるのも延長されるから本当に危険だ」

「うまく調整すればいいんじゃない？」

「敵と戦いながら別のことを考えるとそうなってしまう」

　先日の戦いで敗北の切きっ掛かけになったできごとであった。理由はベアトリクスも知らないが、エムブラスクの剣が気まぐれを起こすのだろうと思っている。結局、その気まぐれを制せい御ぎよしきれていないのだ。

　突とつ然ぜん、アンジェが「いいことを思いついた」と言った。

「じゃあ、僕と一いつ緒しよに技の練習をしようよ」

　虚きよを突つかれるベアトリクス。

「なんだって？」

「二人で練習をすれば、どっちにとってもうまくいくんじゃないかな」

「私のことより自分の方が大事だろう」

「そうだけど、二人の方が効率いいに決まってるよ」

「そうか？」

　疑問に思ったものの、アンジェはやけに強引だった。渋しぶ々しぶだったがベアトリクスは承知し、彼女自身も技の特訓をすることになった。




　特訓を続けるうちに、すぐに「アンジェの言うことにも一理あるかもしれない」とベアトリクスは思うようになった。

　確かに二人がかりで技について考えるのは効率的だった。訳が分からなくなって投げ出す前に相談ができる。そしてアンジェは自分のことだけではなく、ベアトリクスのことにもつきあってくれた。

「ベアトリクスは、結構真ま面じ目めだし面めん倒どう見みがいいね」

　とアンジェ。

「僕は嫌きらわれるかと思った」

「一度引き受けたのだから、最後までつきあうさ」

「ベアトリクスのおかげで、色々と分かるようになってきたよ」

　アンジェは大おお袈げ裟さな仕草で、騎き士しの礼をした。

「ベアトリクスは使いこなせるようになった？」

「うーん……。他人のことばかりで、自分はどうなのか……」

　その時、宿の女主人がこっちに歩いてくるのが見えた。

　二人は宿から離はなれたところで特訓をするようにしていた。ひとけがほとんどないので、場所には事欠かない。ただ女主人にだけは場所を教えておいた。

　女主人はベアトリクスに言った。

「あんたのお連れさんが帰ってきたみたいだけど」

「連れ？　アンジェならここにいる」

　アンジェのことを指さす。女主人は首を振ふり、

「そうじゃなくて、赤い鎧の女性と、黒い鎧の男性」

「ゼタが!?　なにか言ってた？」

「なんにも。でも脱だつ走そう兵がどうのって声が……」

　ベアトリクスは女主人が話し終らないうちに走り出した。

　全速力で宿に戻もどると扉とびらを力ちから一いつ杯ぱい開ける。古びた木の扉は、今にも壊こわれそうな音を立てた。

　ゼタとバザラガがぎょっとして振り返る。二人はちょうど飲み物に口をつけたところだった。

　ベアトリクスは入ってきた勢いのまま、二人のところに近づく。

「脱走兵ってあいつらだな。見つけたの!?」

　詰め寄られたゼタは目を白黒させた。ややたじろいだようになる。

「なんで知ってんの」

「あんたの声がでかいから伝わったんだ。やつらはどこにいたんだ。さあ、早く教えてくれ」

　ゼタは喋しやべる気がなかったらしく、しばらくぶつぶつ言うだけだった。しかしベアトリクスの追つい及きゆうに渋々口を割った。

「雨緑の森ってあるでしょ。あそこのずっと奥を根城にしてるみたい。古い遺い跡せきがあるんだって」

「いつ分かったんだ」

「さっき。でも確実じゃないから、あたしとバザラガで確かく認にんしに行こうとしたのよ」

　バザラガは例によって兜かぶとのため表情がうかがえない。ゼタと同じ意見ではあるらしく、重々しく口を開く。

「まずは俺たちが……」

「ここに残っててくれ」

　ベアトリクスが言い放った。

「あいつらは私の獲え物もの。屈くつ辱じよくを晴らしてやる！」

　後ろから声がかかる。

「ねえベアトリクス。いきなり行くのは危ないんじゃないかな」

　アンジェだった。息が荒あらいのは走ってきたためだろう。

「クロック・オー・デルタにはまだ習熟してないんだろう？」

「あんなのどうでもいい。いままでだってやってきたんだから」

「なら僕も行くよ」

「アンジェもまだ特訓途と中ちゆうだ。私一人でいい」

「ベア」

　ゼタが言った。

「あたしとバザラガも行くわよ。四人なら危険も少ないわ」

「私一人でやるんだ！　邪じや魔まはさせない！」

「そうやってすぐ突っ走る」

　その言葉も聞かず、ベアトリクスは駆かけ出した。酒場の扉に手をかけてから振り返った。

「ついて来たら絶交してやる！」

「仲間は作らないんじゃないの？」

「う、うるさい！　それでも絶交してやるからな！」

　ゼタの言葉を振り払はらい、彼女は森へ向かって走り出していった。




　雨緑の森のさらに奥に、古代の遺跡があった。

　苔こけ生むし、ひび割れた石材がそこかしこに転がっている。かつては木製の天てん井じようによって覆おおわれていたはずの巨きよ大だい建築物は、もはや見る影かげもない。覇は空くう戦争よりも昔に住んでいた住民の名残なごりだが、今やそれを知る人はいなかった。

　その隅すみに、帝てい国こくと皇国からの脱走兵たちがたむろしていた。

　ベアトリクスは、石柱の陰かげからそっとうかがった。相手は五、六人だ。何人か欠けているのは前に倒たおしたからだろう。

　そしてすぐ横に、あの機械兵がいる。

　子供たちはいない。なら派手に戦える。ベアトリクスはゆっくりと進み出た。

　脱走兵たちはすぐに気づいた。

「よう、ねえちゃん」

　皇国の鎧を着た男が言った。

「こないだは世話になったな。俺たちが世話したって感じだったが」

　脱走兵たちは一いつ斉せいに笑う。

「だけどガキどもに逃にげられちまってな。おかげでえらい損害だ。これからねえちゃんに仕返ししにいくかって話してたとこだったんだ。ちょうどいい」

　機械兵の目の部分が光る。起動した。

「こんどこそ死んでもらうぜ。死ななくてもいいが、そんときゃ俺たちの女だ」

「どっちもお断りだ！」

　ベアトリクスはエムブラスクの剣けんを抜ぬく。

「お前らのような悪党は、ここで叩たたっ切ってやる！」

「やってみな！」

　機械兵が動き出す。歯ギ車ヤと活塞ピストンが嚙かみ合い、音を立てた。

　一直線にベアトリクスのもとへ向かってくる。装そう甲こうに包まれた腕うでを振ふるった。拳こぶしが急速に接近してくる。

　紙かみ一ひと重えでベアトリクスは避よけた。風圧で髪かみが派手に乱れる。

　お返しとばかりに剣を突つき出だすが、装甲に弾はじかれた。固い。前に戦っていたときも感じたが、バルツ公国の職人たちは手て抜ぬきという言葉を知らないらしい。

　それから数回攻こう撃げきを仕し掛かけたが、ほとんど傷つけられなかった。やはり機械兵を倒たおすには別の手段も必要だ。

　いったん距きよ離りを取った。深く息を吸って、精神を集中。

（クロック・オー・デルタ……今度こそ！）

　頭の中に時計の像が浮うかぶ。針が少しずつ動き出す。三つに分けられた区域に停止し、彼女に力を与える。

　神経が研とぎ澄すまされた。

　ベアトリクスはエムブラスクの剣と共に戦いをはじめた。

　機械兵の攻撃をかわし、あるいは受ける。そして強きよう靭じんな剣けん先さきで装甲を少しずつ傷つけた。

　懐ふところに飛び込む。油の匂においと装甲板の継つぎ目めから発生する金属音が彼女を包む。剣先を強引に食い込ませ、素早く離はなれる。

　軋きしみを上げて機械兵がぐらつく。転てん倒とうこそさせていないが、確実に損害を与えている。以前と比べ、効果的な攻撃は続いていた。

（いや、駄だ目めだ……！）

　その動きは、どうしても鈍にぶくなっていた。クロック・オー・デルタと眼前の機械兵の両方に注意を向けなければならず、どうしても手数が少なくなるのである。

　かといって攻撃だけに集中すると、前のような大混乱に陥おちいる。

　頭の中で針が動く。次から次と、ベアトリクスの身体に影えい響きようを与え続けた。

（エムブラスクの剣、少しは言うことを聞いてくれ！）

　刀身が一いつ瞬しゆん光った。

　気を取られる。同時に苔で足を滑すべらせた。そこに機械兵の強きよう烈れつな拳が飛ぶ。

「うっ!?」

　とっさに剣を楯たてがわりにしたので、身体からだへの直撃は逃のがれた。だが弾き飛ばされ、転がされる。

　以前と同じような展開に、脱走兵たちから嘲ちよう笑しようが漏もれた。

「くそおっ……」

　機械兵が迫せまる。その時。

　雨緑の森から、なにものかが飛び出した。

　一いつ瞬しゆん、ベアトリクスは動物だと思った。だが鍔つば付きの帽ぼう子しとすらりとした肢し体たいは間ま違ちがいなく人。男装の麗れい人じんだ。

「ベアトリクス、立つんだ！」

　飛び出してきた人物が声をかける。アンジェだった。

　彼女は機械兵との間に割って入る。臆おくすることなく睨にらみつけ、レイピアを抜ぬいた。

「レディを傷つけるな！」

　機械兵に斬きりかかる。一度は派手な音を立てて装甲に弾かれたが、怯ひるまず、二度三度と攻こう撃げきを繰くり出した。

　ベアトリクスは半身を起こした。

「アンジェ!?　どうしてここに!?」

「いいから早く立って！」

　急いで立ち上がる。アンジェは攻撃しながら言った。

「ここは僕が引き受ける。ベアトリクスは、あいつらを捕つかまえて！」

　脱だつ走そう兵たちのことだ。突とつ然ぜんアンジェが加勢してきたので「誰だれだあいつは!?」と驚おどろいていた。

　連中の半分は逃にげようとし、もう半分は剣を抜こうとしている。ベアトリクスは一瞬従おうとしたが、首を振った。

「いや……そっちはアンジェがやってくれ」

「え？」

「機械兵は私が倒す！」

「……分かった」

　アンジェがどいた。

　エムブラスクの剣を青眼に構えた。剣は静かに輝かがやいている。それは徐じよ々じよに大きくなっていた。

「エムブラスクの剣……こんどこそやるぞ」

　ベアトリクスは機械兵に再び挑いどみかかった。

　機械兵の頭が動く。こいつはベアトリクスの動きを正確に捕ほ捉そくし、もっとも効果的な攻撃を選せん択たく、実行しようとしていた。彼女はそれらを全すべてかわしながら反はん撃げきしないと勝利はおぼつかない。

（こうなったら、防ぼう御ぎよなんて……）

「違ちがう！」

　突然アンジェの声がした。

「やってきたことを思い出して！　もっと単純に考えるんだ！」

「なんだって……？」

「ベアトリクスなら、きっとできる！」

　その声に導かれるように、ベアトリクスは大きく息を吸った。

　もっと考えろ。複雑にではなく単純に。三角時計クロツク・オー・デルタを効果的に使うにはどうすればいい。

　それには自らの技わざを利用すること。そしてエムブラスクの剣を信しん頼らいすること。

　頭の中で、時計が十二時から四時に移動しようとする。ここはネード・ネリ。治ち癒ゆを施してくれるが出番じゃない。

「次だ！」

　針を強制的に飛ばす。八時方向にあるネード・セイツェに移る。

　身体能力が強化される領域だ。連続して攻撃する力が増す。だがそれだけではまだ足りない。

　一度攻撃し、さらに針を十二時方向にあるネード・ヌルに移動させる。こここそが全ての力を極限まで増す領域。

　だが針はさらに動こうとする。今はそうじゃない。大人しくして欲しい。

　エムブラスクの剣が輝く。ベアトリクスは語りかける。

（お前は好きにしていい。私の言うことだって聞かなくて構わない。だけど、この一瞬だけ協力してくれ！）

　エムブラスクの剣が紫むらさきがかった蒼あおに変わっていく。ベアトリクスの意識は研とぎ澄すまされる。彼女と剣は共に、因果律に飛び込んで時の流れをねじ曲げていく。

「そこで止まれ！」

　時計の針が止まった。そして。

「エムブラスクの剣よ、我が前に渦うず巻まく因果を喰くらい、勝利への道を切り拓ひらけ！」

　エムブラスクの剣が、ベアトリクスの雄お叫たけびに呼応するかのように、大きく強く輝いた。

「さあ、覚かく悟ごしろっ！！」

　裂れつ帛ぱくの気合いと共に機械兵に斬りかかった。

　蒼い刀身が乱らん舞ぶする。もの凄すごい速度で機械兵の装甲が切り裂さかれた。歯ギ車ヤが露ろ出しゆつし、導管パイプや動力炉エンジンが転がり落ちる。

　機械兵はもはや鉄てつ屑くず寸前だった。それでも一撃を浴びせようと、ベアトリクスに向けて拳を振ふるう。

　彼女は余よ裕ゆうを持って避けた。

「たああああっ！！」

　一文字にエムブラスクの剣を振り下ろす。機械兵の頭頂に食い込む。

　刀身が激しく輝かがやく。機械兵の強靭な装甲が、文字通り二つに裂さかれていく。一気に振り抜いた。

　二つに分かれた機械兵は、全てを停止し、がらくたとなって地面に落ちていった。

　ベアトリクスは大きく肩かたで息をした。

「……やった」

　右横から拍はく手しゆが聞こえた。

「凄いね、さすがはベアトリクスだ」

　アンジェだった。彼女の足元には、脱だつ走そう兵たちが一人残らず気絶していた。

　彼女は心から感心したように言っていた。

「最後の一撃はしびれたよ」

　ベアトリクスは胸を張る。

「ふふん、当然だ。ま、でも、アンジェの忠告のおかげかな」

「技をちゃんと使いこなせたみたいでよかった」

「複雑に考えすぎていたのがまずかったみたい」

　ベアトリクスは愛いとおしむように、エムブラスクの剣を撫なでる。

「私が混乱していたんじゃなくて、私がこいつを混乱させていたのかもな」

「これでもう大だい丈じよう夫ぶだね」

「ああ。ようやく使いこなせて……」

　そこまで喋しやべってから、彼女は気がついた。

　アンジェの足元と周囲を見つめる。下草が踏ふみ荒あらされ、苔も剝はがれていた。靴くつの跡あとが残っているから、獣けものの仕し業わざではない。しかも足跡は複数あった。

「なあ、アンジェ」

「ん？　なに」

「ここ、あんた以外に誰だれかいたか？」

「え……？　あ、いや……」

　たいした質問ではなかったが、アンジェは突然口ごもると両手を振った。頰ほおも引きつり、目に見えて動どう揺ようしている。

「だ、誰もいなかったよ……」

「……ふーん。へえ……」

　この反応で、彼女は確信した。

　ベアトリクスは冷ややかな顔つきになり、焦あせっているアンジェに近づく。

　アンジェは後ずさり、すぐ大木に背中をぶつけた。そのまま動けなくなる。

　ベアトリクスは顔を覗のぞき込んだ。

「なあアンジェ。もう一度聞くぞ？　ここに、あんたの他ほかにヒューマンの女とドラフの男がいなかったか？」

　アンジェの額には汗あせが浮かんでいる。

「ベ、ベアトリクス。顔が近いよ……」

「顔くらいなに。さっさと答えて。もし答えなかったら、この森に埋うめてほったらかしにしてやる」

「じょ、冗じよう談だんだよね……」

「冗談に聞こえるか？」

　目つきで本気だと悟さとったらしい。いくらもしないうちに、アンジェは全てを白状した。




　　　　○




　宿屋兼けん酒場の扉とびらが轟ごう音おんを立てて開く。ただでさえ古ぼけた扉は、これで完全に壊こわれた。

「ゼタ！　それとバザラガ！」

　一番奥にいた二人は泡あわを食ったようになる。ベアトリクスは一直線に向かった。

「どういうことだ！」

　両手を叩たたきつけるようにして卓テーブルにおいた。音に驚いた女主人が、奥の食料庫に避ひ難なんしていく。

「私が戦っていたのを見ていたな！」

　ゼタとバザラガは、しばらく目線だけで「あんたが話す？」「いやお前が話せ」「あたしが怒おこられる役？」「適任だろう」と会話をしていた。

　やがてゼタが首を振ると、喋り出した。

「ベアのことが心配だから見ていたのよ」

「一人でやるって言っただろ！」

「苦戦したら助けるつもりだったの。アンジェが先に加勢したから大丈夫かなって。ほら、あの娘こってお姫様プリンセスの危機は見過ごせないから」

　アンジェはまだここにはいない。ベアトリクスが言った。

「まあ……もう、それはいい。問題は」

　物ぶつ騒そうな目つきのまま、二人を交こう互ごに見る。

「アンジェの特訓のことだ」

「成果が出てた？」

「白々しいんだよ！　アンジェに教師が必要だったんじゃない。アンジェが私の教師だったんだ！」

　ゼタとバザラガは同時にうなずいた。

　つまり、ベアトリクスが剣けん術じゆつや技をアンジェに教えるのではなく、アンジェに教わっていたのである。

　ベアトリクスは戦せん闘とう中から、アンジェのよどみない動きと技の忠告に違い和わ感を持っていた。昨日や今日習得した人間のやり方ではなかったのだ。戦闘後の態度を見て確信に変わり、追つい及きゆうしたところゼタとバザラガに頼たのまれたと白状した。

「だって、ベアはとんでもない実力の持ち主なのに、エムブラスクの剣をうまく使っていなかったから」

　ゼタは降参の印に両手を挙げながら言う。

「でも意地っ張りだから、忠告しても聞き入れてくれそうにないじゃない。だからアンジェに頼んだのよ」

「アンジェは教え方が上手だ」

　とバザラガ。

「こういう変わったやり方もできる」

　ゼタもうんうんと首を縦に動かしていた。

　ベアトリクスはまだ睨にらんでいる。

「確かに私には効果的だった。間ま抜ぬけなことにずっと気付かなかったからな。感謝はしてるさ。でも」

　ゆっくりと、エムブラスクの剣に手をやる。

「意地っ張りってところを読み違えたみたいだな」

　剣がベアトリクスの感情に呼応し、蒼さを増していく。ゼタとバザラガがたじろいだ。

「ちょ、ちょっとベア……」

「ベアトリクス……」

　二人が最悪の事態を想像した瞬しゆん間かん。

　ベアトリクスは二人に抱だきついた。

　片手をゼタの背に回し、もう片手をバザラガの腰こしにやっている。巨きよ体たいを抱だきしめることはできなかったが、せいいっぱい親しみを込めていた。

「……ありがとう」

　静かに彼女は伝える。

「ゼタ、バザラガ。あんたたちの言うとおり、いつものように言われてたら、意地を張って聞き入れなかったと思う。でも、おかげで今は、きちんとエムブラスクの剣を扱あつかえるようになった」

「ベア……」

　ゼタは彼女を抱きしめ返した。

「いいのよ。仲間でしょう」

「アンジェにも御お礼れいを言わないと。私をきちんと導いてくれた……本当に助かった」

「ベア、これでもう大丈夫よね……」

「もちろん。私とエムブラスクの剣は完かん璧ぺきだ。どんな敵にも、自信を持って戦える」

　三人はしばらく、そのままでいた。

　ゆっくりとベアトリクスが離はなれる。その顔は今までとは違ちがい、余裕に満ちあふれていた。

　ゼタがにこりとする。

「それでこそベアね。あたしとバザラガが騙だましちゃったこと、許してくれる？」

「もちろん。私たちは死ぬまで仲間だ」

　それからベアトリクスは、少しだけ声こわ音ねを低くする。

「でも肝きもに銘めいじておいてくれ。今度私を騙したら、あんたたちだけが死ぬことになるからな」

　どう考えても本気の言葉に、ゼタとバザラガは何度もうなずいた。


































　ダーントがその騎き空くう団だんに加わったのは単なる偶ぐう然ぜんで、騎空艇ていに乗って大空を駆かけめぐる姿に「自由」という共通項こうを見つけたにすぎない。そもそも彼は孤こ独どくを好む性格なので、所属したところで団員との会話も少ないままだった。それでもその魔ま法ほうの腕うでで、幾いくたびか危機を救ってきたから、皆みんなから一目置かれていた。

　ダーントは頭を丸め、常にいかめしい顔つきをしている。墨すみ色いろの外套コートを羽織る姿は宗教家のようで、雰ふん囲い気きなどは高こう僧そうそのものだが、堅かた苦くるしい戒かい律りつではなく自由をなによりも尊ぶべきだと信じている。なにものにもとらわれない姿こそが己おのれの目指すべき道であると確信していた。

　そんな彼のもとに、団長から直接仕事を頼たのまれたのも、また偶然に近かった。

「屋や敷しきの確かく認にん？　ほう……」

　ダーントは膝ひざ元もとの猫ねこを撫なでながら言った。

　仕事の内容は、オイゲニーエ辺境伯はく領内にある騎空団所有の屋敷に行き、様子を見てきて欲しいというものであった。

　そもそも騎空艇を住まいとする騎空団がなぜ屋敷を持っているのかというと、実は借金のかたなのである。正確には、ある大きめの仕事の報ほう酬しゆうが現金ではなく現物で渡わたされたのだ。依い頼らい主は権利書だけ送りつけた後は姿をくらましてしまい、屋敷の場所以外正確なことはなにも分からない。誰だれかが確認する必要があった。

「他愛たわいのない仕事のようにも思えるが、じきじきの頼みなら引き受けよう。リベラ殿どのもそなたの言葉は聞くべきだと仰おつしやっている」

　リベラとは猫の名前である。彼はリベラだけではなく、ムクタ、ヴァパウス、エレフセリアと名付けられた猫と行動を共にしている。

　ダーントは、なにものにも縛しばられない猫の姿に、自由の理想型を見み出いだしていた。気難しい顔をした男性の周囲に、にゃーにゃーと猫がまとわりつく姿は、見ようによっては宗教画にも思える。ただ残念なことに、騎空団内での評価は「猫と遊ぶのが得意な人」以上にはなっていなかった。

　ともあれダーントは、騎空艇から下りて屋敷へと向かった。

　一人ではない。同行者は人生の師たる猫が数匹ひきと、メイド姿の女性が二人。

　メイドの名はクラウディアとドロシーである。どちらもダーントの使用人ではない。元はある主あるじに仕えており、現在も雇こ用よう関係にある。ただその主人は行方ゆくえ不明であり、彼女たち自身も騎空団に所属しているから、なかなかややこしい。

　屋敷に向かう道すがら、ダーントは呟つぶやいた。

「何な故ぜこのような場所に屋敷があり、しかも報酬の代わりに押しつけられたのか。足元を見られた、というやつか」

　後ろのクラウディアが答える。

「団長さんは少々お人ひと好よしがすぎるようですね」

「欠点は時に利点となる」

「屋敷をもてあましている時点で利点とは言えないでしょう。住むのならともかく」

「そなたが住んでみるか？」

「御ご免めん被こうむります」

　クラウディアは黒くろ髪かみの前髪を切り揃そろえており、丁てい寧ねいかつ隙すきのない物もの腰ごしをしている。ただ少々言葉の使い方に難があった。

　はっきり言えば口が悪いのだ。かつてクラウディアは「毒どく舌ぜつだね」と称しようした団長に向かってこう答えた。

「毒舌などと思ったこともなく、嬉うれしくもありません。毒舌などと呼ばれて喜ぶのは精神が幼い証しよう拠こであり、いみじくも主に仕えることを誇ほこりとするメイドには縁えん遠どおいものです」

　聞いた団長が「やっぱり毒舌だ」と呟いたのも無理ならぬことであった。

　クラウディアは団長に頼まれたのではなく、自ら志願した。屋敷にメイドはつきものだということと、もしかしたら道中で美少女と遭そう遇ぐう出来るかも知れないという邪よこしまな期待によるものだった。彼女は可愛かわいい女の子に並々ならぬ好こう奇き心しんを向けるのである。

　一方のドロシーは人当たりがよく、常に笑えみを絶やさない。心に決めた人物に仕えることを無上の喜びとしている。焦こげ茶ちや色いろの髪かみと垂れ気味の瞳ひとみは、見るものの気分も朗ほがらかにさせた。

　彼女に欠点らしい欠点は見あたらないが、多少思い込みの激しさが見受けられた。というか、執しゆう着ちやく心が強かった。

　彼女が言うには、メイドたるものご主人様のことは全すべて把は握あくしていなければならず、そのために骨身を惜おしんではならない。よって団長は起き床しよう時間に就しゆう寝しん時間、好みの味つけから嫌きらいな食べ物、交友関係に幼少時の癖くせまで全てが調べられた。

　以前、冗じよう談だん交じりに団長につきまとっているのではと言われたことがあったが、ドロシーはにっこり笑って言った。

「ご主人様の全てを知るのは当然のことです」

　そして、このことを団長は知っているのかとの問いにも、彼女は当然のように返事をした。

「ご主人様に気き遣づかいをさせないのも、メイドの務めですから」

　こうしてクラウディアとドロシーは揃ってダーントと共に派は遣けんされた。決して厄やつ介かい払ばらいではない。

　オイゲニーエ辺境伯領は、メネア皇国勢力圏けん内ないのエルステ帝てい国こく側に位置する。かつては帝国軍に対たい抗こうするため大部隊が駐ちゆう留りゆうしていた。そのためこの地を治める貴族は、大きな権限を表す称しよう号ごうとして「辺境伯」を名乗っていたのだ。

　現在、皇国軍は別方面に移動したため、代わりに牧ぼく畜ちくが主体となっている。人よりも牛の数が多くなっていた。

　ダーントたちは徒歩で屋敷に向かっている。しばしば牛の群れが彼らの後をついて歩いた。

「牛もやはり自由を欲ほつするか」

　ダーントは呟く。後方からはしきりに鳴き声が聞こえていた。

「牧草地がいかに広大と言えど、心の自由とは別物。家か畜ちくも真理にたどり着いたか」

「私わたくしの感想は、牛泥どろ棒ぼうに間ま違ちがわれるのではということですが」

　クラウディアが後ろを振ふり返る。牛は半刻前に比べるとかなり増えていた。

「言い訳のきかない数になりつつあります」

「自由を欲する心に汚けがれはない……と言いたいが、懸け念ねんももっともだ」

「ダーントさんは牛にどのような魔法をかけたのですか？」

「なにもしていない。恐おそらくリベラ殿たちを慕したっているのだろう」

　彼は当然のように猫を連れて歩いている。長い間騎空艇で旅をしていたにもかかわらず、猫たちは元気だった。

　クラウディアが言う。

「魔法は得意なのでは？」

「苦手ではない。が、牛を魅み了りようする術はない」

「とすると、ダーントさんのお力ではないと」

「なにやらがっかりしたような言い方だが、そうだ」

「ぜひ私に、相手を魅了する魔法を授さずけて欲しかったのですが……。特に可か憐れんな少女に使えるものを」

「嗜し好こうを指し弾だんするつもりはないが、授ける必要のないことに安あん堵どしている」

「これは私の自由のためです。自由のためにも、私は少女を熟視する必要があるのです」

「どうも理り屈くつに合っておらぬ」

　ダーントは首を振った。

　牧草地を貫つらぬく小道は直線を描えがいている。陽ひはまだ高い。この分なら明るいうちに屋敷へ着きそうだ。

「お屋敷は誰も住んでいないんですね？」

　とドロシー。ダーントが答える。

「そのようだ」

「じゃあお掃そう除じが必要かもしれませんね。クラウディアは騎空団でもお掃除してるのよね」

「ええ」

　クラウディアは答えた。料理が主体のドロシーに比べ、クラウディアは雑用が多い。当然掃除の仕事も回ってきていた。

　彼女は掃除を嫌いやがったりはしない。むしろメイドの務めだと思っていた。

「役職に適した仕事が与あたえられる。ありがたいことです」

「ドロシーもクラウディアに負けないくらい、お掃除しなくちゃ」

　彼女は両手に持ったものを左右に動かした。箒ほうきで塵ちりを掃はく仕草とはどこか違う。

　クラウディアは横目で見つめた。

「……ドロシー」

「ん？」

「どうしてそんなものを持ってきたのかしら」

「だってお屋敷の掃除に行くんだもの」

「見たところ……それは掃除用具ではなく火炎放射器フレイムスロワーと呼ぶものです」

　ドロシーは背中に金属製の容器を背負っており、手に持った太い筒つつと管くだによって繫つないでいた。これはクラウディアの言うとおり、火炎放射器フレイムスロワーなのである。

　彼女は幼少時から、炎ほのおに大変な興味を抱いだいていた。それが高じて「常に炎を持ち歩けるように」と火炎放射器フレイムスロワーを装備品とするようになったのである。メイドとなった今は、料理担当としても生かされている。

「ふふ……便利でしょ？　これならご主人様にまとわりつく虫を燃やせるし」

　ドロシーはにこにこしながら言う。クラウディアが少しだけ眉まゆ根ねを寄せた。

「虫？」

「うん」

「その虫は、本当に昆こん虫ちゆうなんですか？」

「やだ。虫は虫だよ？」

「虫の中に穏おだやかではない響ひびきが隠かくされています」

　ドロシーは微笑ほほえむだけで返答しなかった。

　広い牧草地を抜ぬけて、林の中に入る。いつの間にか牛たちはいなくなっていた。

　今は牛の代わりに鳥の鳴き声がしている。そよ風が頰ほおに心ここ地ちよい。木こ漏もれ日が足元を照らしていた。

　下生えが踏ふみ固められ道となっていた。だが、林の中で途と切ぎれてしまい。三人は木々を搔かき分けて歩く羽目となった。

「ダーントさん」

　クラウディアが先頭のダーントに声をかける。

「ここは、先ほど通過した場所では」

「察しがいいな。そうだ」

　彼らは同じ所をぐるぐると回っていたのであった。似たような植生の植物が似たような生え方をしている上、地面が微び妙みようにうねっている。方向感覚を消失しがちな要素は揃っていた。

「これもまた自由ですか。厄やつ介かいなものですね」

　クラウディアの台詞せりふにダーントが答える。

「迷子は自由とは言わん」

「束そく縛ばくから逃のがれているという意味なら同じでは」

「己おのれの立ち位置すら見失っているようではなにもならない。自らを厳しく律し、他者に押しつけぬ者こそが自由を手に入れることができる。それこそ我が師のような」

　ダーントは肩かたに乗っている猫ねこに語りかけた。

　だが猫は興味なさそうにあくびをするばかりだ。クラウディアは小首を傾かしげる。

「猫は欲よく望ぼうのままに生きているように見受けられます」

「我が師のおこなうことだ。深い意味があるのだろう」

「ダーントさんの禿とく頭とうで爪つめを研とごうとしているようですが」

「さすが我が師。自由の中でも身だしなみを怠おこたらない」

　ダーントは爪を立てられる前に、優やさしく猫を肩から下ろした。

「自由と言えば……そなたらの本来の雇こ用よう主ぬしは、自由を得たのだそうだな」

「あれは逃にげ出したというのです」

　とクラウディア。騎き空くう団だんに所属する前から探さがしていた主人のことだ。クラウディアとドロシーは辺境のある王国で、コンスタンツィアという名の少女に仕えていたのである。

　コンスタンツィアは王国の君主であった。しかしある日、居城であるブラショヴ城から抜けだし、いずこともなく去って行った。

「コンスタンツィア様は、統治者であられるのに怖こわがりで気弱、さらに人見知りも激しいのです。常つね日ひ頃ごろから人の多い広間などは卒そつ倒とうしてしまうので、狭せまくて暗いところほど落ち着くとおっしゃっていました。できれば戸と棚だなの陰かげや机の下で人生を終えたいと考えているようなお方で」

「寝台ベツドの下に隠れていそうだな」

「そこは埃ほこりっぽいから苦手にしていました。ともかく、君主なのに人見知りという矛む盾じゆんした状じよう況きように耐たえかねて、とうとう抜け出してしまったのです」

「それは大変そうだ。国内も大変だろう」

　ダーントの言葉に、ドロシーが笑う。

「でもね、お城じゃ『あの方なら仕方ない』『重圧を与える側が悪い』って同情してたんですよ」

「ともあれ、このままでは国として格好がつきませんから、私たちが探すことになったのです」

　クラウディアが台詞を引き取って言った。

　ダーントは顎あごをひと撫なでした。人それぞれに歴史があると言うが、メイド二人もなかなか厄介な理由を持っているようだ。

「そのご主人は、今はなにをしているのだ」

「見当もつきません。それほどお金は持っていないはずなのですが……」

　クラウディアはまたため息をついた。

　一行はまだ屋や敷しきへの道を見つけられなかった。ダーントは立ち止まり、周囲を見回す。

「林というのは、どこを見ても同じにしか思えない」

「燃やしましょうか？」

　ドロシーが言う。彼女の火炎放射器フレイムスロワーは、先せん端たんから蛇へびの舌のような炎を噴ふいている。

「冗じよう談だんだと思いたい」

「もちろん冗談ですよ」

　ドロシーはにこりとする。それでも何な故ぜか、火炎放射器フレイムスロワーの栓せんは閉めていない。

「でも見晴らしをよくするか、引き返した方がいいかもしれないです」

「一理ある」

　とダーント。

「だが周囲を焼いたら我々まで燃えてしまいそうだ」

「引き返しますか？」

「騎空団に手ぶらで帰るわけにもいくまい」

　やがて、痺しびれを切らしたかのように、猫がダーントの身体からだから飛び降りた。

「ヴァパウス殿どの、どちらへ」

　ダーントの呼びかけに答えず、猫は飛び跳はねるようにして先へ進んだ。彼らは急いで後を追う。

　林とは言え、足元では木の根がうねり、そこら中に石が転がっているため走りづらい。幾いく度どか猫を見失いそうになった。

「にゃん」

　猫のヴァパウスが急停止。そして一度だけ鳴く。眼前には林を切り拓ひらいた土地があり、大きな屋敷が建っていた。

　ドロシーが団長から受け取った地図を開く。

「ここで間ま違ちがいないですね」

　大ざっぱな地図だったが、位置関係ははっきりしている。彼女は数回確かく認にんして太たい鼓こ判ばんを押した。

「じゃあさっそく……」

「燃やしませんよ」

　クラウディアが釘くぎを刺さす。ドロシーは手を振ふった。

「もう、分かってるってば」

「時々本気になるから、始末に負えないのです」

　猫のヴァパウスは役目は終わったとばかりに座り込んで身体を舐なめている。ダーントは猫を担かつぐと、先頭になって屋敷へ足を踏み入れた。

　屋敷は古ぼけていたものの、扉とびらはしっかりしていた。窓も破れていない。内部も所々損そん壊かいし、埃が積もっているだけで、特に問題なかった。

「誰だれかが生活していたようですね」

　クラウディアがざっと見て回った。

「家というものは、人が住んでいないとすぐに荒あれ果ててしまうものです。ですが、この屋敷にそのようなことはありません」

　ドロシーが首を傾げた。

「でも報ほう酬しゆう代わりなんでしょ。住んでたんじゃない？」

「団長……ご主人様が報酬として受け取ったのは、使っていない別宅のはず」

「やっぱりうちの団長ってお人ひと好よしだね」

「城から逃げ出す人よりはましです」

　誰が住んでいたかは不明。万が一のこともあるので、三人は手分けして確認することにした。

　屋敷は地下室つきの二階建てで部屋数は十以上と中々のもの。ただこんな林の中にあり、お世辞にも便がいいとは言えず、価値は不明である。

「あまり高価じゃなさそう」

　二階から下りてきたドロシーが言った。

「お部屋はたくさんあるから、お客様に泊とまってもらうにはいいかも」

「このような広い家では、逆に不安になる」

　ダーントが広間を見み渡わたしながら呟つぶやく。

「生活というものは、身の回りのものと雨あめ露つゆをしのげる場所さえあれば事足りるものだ」

　彼は人里離はなれた場所で猫と共に暮らしていた。屋敷といったものには縁えんがなかった。

「こういうとこに住んだことなかったんですか？」

「秩ちつ序じよの騎空団にいたころにはあったが……。あまり楽しい想おもい出ではない。師に恵めぐまれなかった」

「騎空団出身なんですか？　意外ですね」

「ああいうところでは、全体の意見と個人の意見はしばしば衝しよう突とつする」

「嫌きらいな人でもいたんですか？」

「むしろ向こうが私のことを嫌っていた。そのような場所にいつまでもいる理由はないだろう」

　ダーントは抱かかえたままの猫の頭を撫でた。

　クラウディアが戻もどってきた。彼女は食堂と厨ちゆう房ぼうの確認に行っていた。

「やはりどなたかが暮らしていたようです。調理の道具に使った跡あとがありました。ですが……」

　彼女はやや思案する仕草をみせた。

「食料庫が荒らされていました。食べ散らかされたあとがあります」

「獣けものか？」

　とダーント。クラウディアが小さくうなずく。

「あり得ます。個人的には可か憐れんな少女が隅すみで震ふるえている展開を期待したのですが。私に抱だきついてくればなおよし」

「少女にも逃げ出す権利はあるだろう……。魔ま物ものなら、一波乱ありそうではあるな。もう一度確認した方がいいかもしれない」

　そう聞いたドロシーが、にこりとして火炎放射器フレイムスロワーを構えた。

「ドロシーに任せてください。一いつ瞬しゆんで消毒を……」

　わくわくしている彼女のことを、クラウディアがたしなめた。

「まずは穏おん便びんにいきましょう」

「えー、クラウディアだって篭手ガントレツトをつけてるのに」

「これは自衛のためです」

　そういいながら彼女は、鉄の鋲びようで覆おおわれている篭手ガントレツトを、何度も打ち鳴らした」

「まあ、相手が聞き分けのない存在の場合、実力行使に出ることもやぶさかでは」

「私が先に行こう」

　ダーントは血の雨が降る前に確認しようと、食料庫へ向かった。

　この手の屋敷にしては珍めずらしく、食料庫は小さかった。厨房に併へい設せつされており、水が流れこむのを防ぐため床ゆかが高く作られている。

　中は確かに荒れていた。麵パ麭ンや乾酪チーズに齧かじられた跡があり、床にまで散らかっている。彼は食べ物を踏ふまないよう棚たなに戻しつつ、奥まで入った。

「どうです？」

　ドロシーが訊きく。ダーントはざっと見回しながら答えた。

「やけに暗い。用よう途と上仕方ないが、昼間でこれでは夜は大変だろう」

「獣はどうでしたか？　丸焼きにしちゃいます？」

「食しよく糧りようまで燃やすのはさすがにもったいない。あまり大きい動物の仕し業わざではないようだ。ただ……ふむ」

　ダーントは顎を撫でる。

「人間がいたのも確かなようだな」

　彼は大きな乾酪チーズの一つを持った。切り込みの部分を触さわる。

「これは小刀ナイフで切った跡だ。最近まで誰かいたのだろう」

「やはり……」

　とクラウディアが言った途と端たん、なにかが倒たおれる音がした。

　三人は一いつ斉せいに振り返る。

「広間です！」

　クラウディアの言葉と共に駆かけ出した。変わったところもあるが、三人とも臆おく病びようとは縁が遠い。

　広間に戻った。すると。

「にゃあん」

　気の抜ぬけた鳴き声がした。

　広間に白い猫ねこがいた。ぺたんと座っており、じっとこちらを見つめている。

「これは……ダーントさんの師し匠しよう筋にあたる方ですか？」

　クラウディアの質問にダーントは首を振る。

「いいや。はじめてお目にかかる」

　彼の腕うでの中からヴァパウスが飛び降りた。白猫に近寄っていく。

　二匹ひきは慎しん重ちように近づいていたが、やがてぐるぐる回りながら互たがいの臭においを嗅かぎ出した。そして甲かん高だかい鳴き声を上げ続ける。

「ふむ……どうやら、食料庫を荒らしたのはこの猫のようだ」

　ダーントが呟く。

「おや。分かるのですか」

「ヴァパウス殿にそのように伝えている。あと、我々は何者だと尋たずねたので、ヴァパウス殿は弟で子しであり下げ僕ぼくであると返答なさった」

「本当ですか？」

「後半は創作だ」

　白猫が二、三度鳴き声を上げる。すると多種多様な猫が姿を現した。

　白に黒に茶色に紫むらさき。単色に二色に斑まだらに虎とら縞しまに三み毛けと大変壮そう観かんだ。それぞれが喉のどを鳴らす、あるいは匂においを嗅ぐなどして存在を主張している。

　猫たちは、どこにこんなに隠かくれていたのかというくらい数が多い。しかも全部が鳴き声を上げるため、時ならぬ合唱大会と化していた。

「なんと、ここは猫屋や敷しきだったのですね」

　とクラウディア。

「人がいなくなったあとに住み着いたのでしょうか……」

　何匹かはドロシーの足元にまとわりつく。ドロシーはたまらず相そう好ごうを崩くずした。

「やーん。可愛かわいいー」

　しゃがみ込んで撫なでる。野の良ら猫は満足そうに喉を鳴らしていた。

「ダーントさんの猫さんは愛あい想そよくしてくれないのに」

「自ら望むとき以外愛想を振りまいたりはしないものだ」

　ダーントの猫たちも飛び降り、野良猫たちに混じって鳴いている。

　クラウディアはこの光景を、呆あきれたように眺ながめていた。

「とんだものが報酬代わりになったものです。所有者は屋や敷しきに見切りをつけて、厄やつ介かい払ばらいしたのではないでしょうか」

「厄介払いなんて可哀かわい相そう」

　ドロシーは茶虎の猫を抱だきかかえながら言う。

「こんなに可愛いのに」

「厄介なのは確かです」

「ひどーい」
















「ドロシーこそ焼き払うだの消毒するだの言いそうですが」

「猫さんにはそんなことしないの。ねー」

　抱きかかえた猫に語りかける。

「こんなに可愛いのに、クラウディアったら冷たいんだから。小さい女の子には優やさしいのにね」

「私の趣しゆ味み嗜し好こうとは別の話です」

　そんな彼女の足元でも、三毛猫が身体からだを擦こすりつけていた。おかげで彼女の長靴ブーツは毛だらけである。

　クラウディアは見下ろす。

「申し訳ございませんが、当屋敷は我が騎き空くう団だんの所有物件です。購こう入にゆうなさりたい場合は話し合いに応じますが、違ちがうのであればすみやかに退去してください」

「にゃあ」

「できれば私にも分かる言葉でお願いします」

「にゃあ」

「退去されるのですか、しないのですか」

「にゃあ」

　猫は鳴き続けるだけ。

　クラウディアは眉まゆ根ねを寄せると広間内を見回す。ダーントは自らの猫たちと野良猫の間を取り持ち、ドロシーは赤ちゃん言葉で話しかけていた。猫を追い出すと言いだした途端、反発を喰くらいそうだった。

　クラウディアは天てん井じようを仰あおぐ。

「力ではなく愛あい嬌きようで懐かい柔じゆうするとは、中々やりますね」

　三毛猫はまた鳴いた。

　やがて猫はクラウディアの足元に座ると、じっと見つめた。やがて他の猫も、同じ仕草をする。

　一斉に見られて、彼女はややたじろいだ。

「なんと仰おつしやりたいのでしょう」

　ダーントは少し考えてから言った。

「餌えさが欲ほしいのだろうな」

「食料庫の場所は知っているはずです」

「持ってこいと言いたいのだろう」

「ご自分で取ってくればよろしいものを」

「メイド服を着ているからではないのか」

　クラウディアは再び天井を仰ぎ、「お給金はなにで払ってもらえるのでしょう」と呟きながら食料庫に向かおうとした。

　そのとき、壁かべ際ぎわにいた一匹の猫が、こちらに駆け込んできた。

　野良猫ではない。ダーントと暮らしているムクタであった。

　毛が逆立ち、耳が後ろを向いている。ムクタは入り口を見つめ、背を丸めてつま先立ちをしていた。

　ダーントはムクタの様子をみるや、愛用の杖つえを握にぎった。

「いかん。なにものかが接近している」

「そうなんですか？」

　きょとんとしているドロシー。ダーントは急いで言う。

「ムクタ殿どのの危機察知能力は我々を遥はるかにしのぐ。迫せまってきているものたちは、友好的ではない」

　ダーントは屋敷の壁かべに寄った。ドロシーは火炎放射器フレイムスロワーを構え、クラウディアも食料庫に向かうのを中止して警けい戒かいする。

　猫たちはなにも言わずとも、各おの々おの柱や階段の陰かげに身を潜ひそめた。

　ダーントは窓からそっと外の様子をうかがう。すっかり暗くなっていた。

　林の中から、がちゃがちゃと騒そう音おんが伝わってくる。

「……気配がある。人間……いや、もっと別のものだ……」

　やがて、闇やみの中からうっすらと姿が浮うかんできた。

　確かに人ではなかった。二本の足で歩き、兜かぶとや剣けんを身につけてはいる。だが人を模してはいるものの、その身体に肉はない。

　元は人だったが、今や骨だけとなった存在、スケルトンであった。

　ダーントはわずかに目を細める。

「以前はこの地にも大勢の兵が駐ちゆう留りゆうしており、戦いもあったと聞いた。なれの果てか」

　隣となりのクラウディアが同じように外を覗のぞいた。

「不死アンデツド系の魔ま物ものですか。厄介ですね」

「まったくだ。属性がずれている」

　学者たちによると、万ばん物ぶつは属性によって構成されている。ものを分解し、目に見えなくなるまで小さく削けずると、最後は六つの属性からなる元素に行き着くというのがその主張だ。すなわち、火、水、土、風、光、闇である。

　同属性は強く引かれあう習性がある。そして特定の場所に集中し、影えい響きようを及およぼす。特に武器にその傾けい向こうが強い。職人が武器を鍛きたえているうちに土属性の剣や風属性の槍やりが形成されていき、使用している人間もその属性に染まっていくのだ。

　また、ある属性はある属性の優位に立つが、ある属性には劣れつ位いにあるといった強弱が存在する。普ふ段だん生活してる分には関係ないが、戦いの場などではどうしても意識せざるを得ない。これによって、剣の腕うで前まえが同じでも属性の差によって勝負が決まることも起こりえた。

　ダーントの属性は火、ドロシーも火。クラウディアは土である。ところがスケルトンは闇。闇属性に優位に立つのは光である。他にはないのだ。

「数も多いな。苦戦は免まぬかれん」

　ダーントは言う。クラウディアもスケルトンから目を離はなさない。

「何な故ぜ屋敷に接近するのでしょうか」

「骨の考えることは分からぬ」

　ダーントは後ろを向いた。

「なるべく屋敷には近づけたくない。ドロシー、先頭を頼たのむ」

「いいですけど、なんでドロシーが先なんですか？」

「万が一、猫を焦こがすわけにはいかん」

　ようするに火炎放射器フレイムスロワーを外で使って欲しいのである。

　ドロシーは「はーい」と返事をすると、意い気き揚よう々ようと玄げん関かんから出た。ダーントとクラウディアもあとから続く。

　屋敷のすぐ外で、スケルトンの群れと対たい峙じした。スケルトンは人間がいることを予想していたのか、驚おどろきもせず剣を向ける。

　相対したドロシーは恐おそれない。むしろにこりとしていた。

「それじゃ、お掃そう除じしちゃいますね。えーい！」

　彼女が文字通り口火を切った。

　闇夜に炎ほのおが乱らん舞ぶする。屋敷の周囲で戦せん闘とうが発生した。

　ドロシーの火か炎えんが骨を焼く。その隣ではダーントの炎の魔法がやはりスケルトンを攻こう撃げきした。クラウディアは接近戦を挑いどみ、鉄の拳こぶしで躍おどりかかる。

　火が放たれる音と、鉄てつ拳けんの衝しよう撃げき。戦闘の騒音が屋敷前に響ひびき渡わたる。

　いくらもしないうちに、スケルトンの集団は一体一体ばらばらになって地面に散らばった。

　ダーントたちはいったん引いた。

「意外と歯ごたえがありませんね」

　とクラウディア。だがダーントは首を振ふる。

「たとえれば今のは猫ねこの髭ひげのようなものだ。次が爪つめと牙きば」

　その言葉通り、林の中から、倍の数のスケルトンが登場した。そのどれもが、先ほどのスケルトンより幅はば広びろの剣と盾たてを手にしている。背せ丈たけすら大きい。

　ドロシーがつまらなそうに言う。

「またあ？　骨はあんまり燃えないんだけどなあ」

「集結される前にやるぞ！」

　ダーントたちは駆かけ出した。

　これだけ大きなスケルトンを複数体相手にするのは骨が折れる。なるべく分かれているうちに倒たおしたかった。

　先ほどよりも派手な戦闘が発生した。炎と鉄が乱れ飛び、火花を散らしていく。

　苦戦しがちであったが、ダーントたちは敵を一体また一体と倒していった。三人とも修しゆ羅ら場ばには慣れているのだ。だがスケルトンは次から次へと現れる。果てがないと思えるくらいだった。

「もー！　これじゃきりがないじゃないですかー！」

　ドロシーが火炎放射器フレイムスロワーを振り回しながら叫さけんだ。

　ダーントも同感だった。どれだけ倒そうが、スケルトンは数を減じないのだ。屋敷の周辺を埋うめ尽つくすのではと錯さつ覚かくしてしまう。

　向こうはいわば不死アンデツドの魔物だが、こちらは人だ。体力には限界というものがある。このままでは疲ひ弊へいし、いずれはやられてしまうだろう。

　なにかおかしい。ダーントは眼前のスケルトンを杖の先せん端たんで粉ふん砕さいすると、地面を注視した。

「……屋や敷しきに引き上げるぞ！」

　クラウディアが振り返らずに返事。

「外で戦うのでは？」

「スケルトンが復活している。外では思う壺だ！」

　ばらばらにしたはずの骨が集結し、再生して起き上がったのである。そしてなにごともなかったかのように剣を取り、襲おそいかかってくる。数が減らない理由はそこにあった。

　三人は戦いながら後退すると、屋敷に撤てつ退たいした。

　扉とびらを閉める。頑がん丈じようなのですぐには破られないだろうが、時間の問題だ。

「このままではいかんな」

　ダーントは急いで広間を見回した。戦うだけの広さはあるが、楯たてにするような障害物はほとんどない。柱と、せいぜい隅すみに転がっている木箱くらい。

「とりあえず猫を二階に逃にがしましょう」

　クラウディアが提案した。

「あの方たちは身軽です。いざとなったら屋根から外に脱だつ出しゆつできます」

「いい案だ。つい先刻まで厄やつ介かい者もの呼ばわりしていた人物とは思えぬ」

「メイドたるもの、主あるじの安全が最優先です」

　クラウディアは柱の陰に向かって手を振る。それだけで全すべてを悟さとったか、猫たちは二階の階段を上っていった。

「一安心ですね」

「来るよー」

　ドロシーの言葉と同時に、扉が破られた。

　屋敷にスケルトンの群れが雪な崩だれ込んでくる。そこをドロシーの火炎が襲った。

「ドロシーが火か葬そうしてあげますねー」

　室内で火を使うのは火事になりかねないが、もはやそんなことを言ってられなかった。幸い猫は避ひ難なんさせている。ダーントも遠えん慮りよなく炎魔法を使用し、スケルトンに対たい抗こうする。

　クラウディアは魔法ではなく接近戦の名手だ。篭手ガントレツトを打ち鳴らすや、床ゆかを蹴けってスケルトンの中に突とつ入にゆう。二、三体ばらばらにすると引き返す。そして息を整えてから再び突つっ込こむ。これを何度も繰くり返した。
















　屋敷内での戦いは続く。一度倒れたスケルトンはさすがに復活しなかったが、今度は他のスケルトンが骨を集めて外に持ち出した。しばらくすると数を増して戻もどってくるのだ。

　これにはさすがのクラウディアもうめいた。

「闇属性の不死アンデツドにはあのような知ち恵えまであるのですか」

「さすがに聞いたことがない。恐らくどこかに召喚者サモナーがいるはずだ」

　ダーントが炎を放ちながら言う。かなり統制のとれたスケルトンである。誰だれかが操あやつっていなければ不可能だった。

　だが屋敷内に召喚者サモナーの姿はない。骨の兵士ばかりだ。

　三人はたまらず後退した。階段を背にしながら戦い続ける。そこをスケルトンが包囲しようと、距きよ離りを詰つめてきた。

「きゃっ！」

　ドロシーが火炎放射器フレイムスロワーを奪うばわれそうになった。クラウディアが手を伸のばしてきたスケルトンを蹴り上げる。

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

「ごめんクラウディア。ありがとう」

　ドロシーの息が荒あらくなりつつある。これはクラウディアやダーントも同じで、果てのない戦いで疲ひ労ろうが蓄ちく積せきしてきたのだ。

　このままではじり貧ひんとなり、いずれは骨の間に埋まい没ぼつしてしまう。

　敗北の二文字がちらついてきた。

「……むっ？」

　いきなり頭上で鳴き声がした。

　ダーントは後ろを見る。階段の上で猫が鳴いていた。

「リベラ殿どの、ここは危険故ゆえ、屋根に脱出を……ん？」

　猫のリベラは鳴き続けている。いったん奥に引っ込んだかと思いきや、また出てきて鳴いた。

　ダーントはメイド二人に叫んだ。

「一階は放ほう棄きする」

「はい？」

「えー？」

　クラウディアとドロシーは同時に疑問の声を上げる。ダーントはなおも言った。

「どうやらリベラ殿に考えがあるようだ」

　ダーントは先に階段を駆け上がる。クラウディアとドロシーは追いすがるスケルトンを蹴け落おとしながら後に続いた。

　二階は廊ろう下かが一直線に続いている。その突き当たりに猫たちが集まっていた。

　その頭上には窓があった。

「なるほど」

　ダーントが手を叩たたいた。

「さすがは我が師。そこに活路を見み出いだされたか」

「どういうことです」

　クラウディアの疑問に即そく座ざに答える。

「どこかにスケルトンを操っている者がいると言っただろう。屋敷内に見あたらないのなら屋外にいる」

「すぐ分かるところにいると？　林の中に身を潜ひそめているのでは」

「不死アンデツドと召喚者サモナーはそれほど距離をとれない。スケルトンが屋敷内にいるのだから、すぐ近くだ」

　猫たちは次から次へと窓から外に出る。ダーントたちも窓に飛びついた。

　ちらりと下を確かく認にんする。それなりの高さだが、飛び降りても死にはしない。あとは度胸と相談だ。

「先に行きます」

　クラウディアが告げた。

「メイドたるもの、やすやすと裳スカートの中身をさらすわけにはまいりませんので」

「特に興味はない」

「念には念を入れさせてもらいます」

　彼女は外に出た。

　窓の外は屋根の真下にあたる。猫たちは煉れん瓦がの隙すき間まに爪を引っかけて、器用に屋根まで上っていく。

　人間はそうはいかない。そして屋根ではなく、下に用があった。

　クラウディアは窓まど枠わくに手をかけてから飛び降りた。ドロシー、ダーントの順に続く。

　着地の衝撃を和やわらげるため、三人は地面に転がった。

　周囲を確認する。暗くら闇やみばかりで人の姿はない。そうこうしているうちに、同じ窓からスケルトンまで飛び降りてきた。

　一いつ瞬しゆん、焦あせりと後こう悔かいがダーントに押し寄せる。が、ドロシーの声が吹ふき飛ばした。

「いた！」

　彼女の指さした先に茶色の頭巾フードをかぶった男がいた。眼前の地面には骨の山。恐らくスケルトンとして復活させるつもりなのだろう。

　ぎょっとしてこちらを向く。自らの危機を悟ったらしい。身を翻ひるがえして駆け出そうとする。

「逃がしませんよー」

　ドロシーが火炎放射器フレイムスロワーの栓せんを全開。先端からひときわ大きな炎ほのおが伸びる。男の進行方向を照らしながら遮さえぎった。

　男は方向を変えた。その足元に向けて、今度はダーントの炎が飛ぶ。

「そなたに逃げる場所はないぞ！」

　たたらを踏ふむ。男は反はん撃げきするか逃げ続けるか判断を迫せまられる。

　その一瞬が命取りだった。クラウディアが距離を詰めて殴なぐりかかったのである。

　メイド服の女性は叫んだ。

「お覚かく悟ごを！」

「いかん、殺すな！」

　思わずダーントが叫ぶ。クラウディアは突き進んだ。

「奥おう義ぎ……の手加減版です！」

　威い力りよくを小さくした拳こぶしが飛ぶ。頭巾フードの男の顔面に命中。彼はもんどり打って地面に倒れ、気を失う。

　ほぼ同時にスケルトンは動きを止める。しばらくその場に立ち尽くすと、次から次へと崩くずれていく。

　最後の一体がばらばらになるのと空が白みはじめるのは、ほぼ同時であった。




　　　　○




　ダーントたちは気絶した男を屋敷内に運ぶと、縛しばり上げてから目を覚まさせた。

　男は観念したか、聞かれるままに全てを喋しやべった。饒じよう舌ぜつすぎるくらいで、ドロシーが目の前で火炎放射器フレイムスロワーをちらつかせたのが、よほど堪こたえたようだ。

　男は屋敷の主人、それもかなり以前の所有者に雇やとわれ、近づく人間を襲っていたらしい。ダーントたちだけではなく、やってきた人間は全てスケルトンを使って追い払はらっていたとのこと。

「なるほど。そうやって誰も近づかなくなってから、ゆっくり屋敷を取り戻す算段だったのですね」

　クラウディアは合が点てんがいったとばかりにうなずいた。

「屋敷になにか価値でもあるのですか」

　この疑問にも男が答えた。なんと地下に皇国軍が隠いん匿とくした軍資金の一部が眠ねむっているらしい。この情報にはさすがにダーントたちも驚おどろいた。

　ドロシーが思わず歓かん喜きの声を上げる。

「ねえクラウディア。それって見つければご主人様が喜ぶかな？」

「我が騎き空くう団だんは慢まん性せい的な財政不足に悩なやまされています。きっと役に立つでしょう」

　頭巾フードの男は縛り上げたまま屋根裏部屋に放ほうり込み、さっそく三人は地下室を捜そう索さくした。

　元々地下室には葡ワ萄イ酒ンが貯蔵してあったようだが、今はなにもない。がらんとした空間のみだ。

　三人は壁かべや床を叩いて確認していった。

「ここだ」

　ダーントが叩いた石いし壁かべの一部が動く。三人がかりで壁を壊こわした。

　石壁が崩れる。向こうには大きな木箱が埋うめ込まれていた。地下室の中央に引っ張り出した。

　ダーントが様子を確認する。

「罠わなはなさそうだ。しかし、随ずい分ぶん軽いな」

「宝の地図が入っているのかもしれません」

　とクラウディア。ドロシーが急せかす。

「早く、早く」

「では」

　クラウディアが箱の蓋ふたに手をかけ、勢いよく開けた。

　三人の目が箱の中に注がれる。

　なにもなかった。

　金銀財宝はない。魔ま導どう書しよや武器のたぐいもなかった。どおりで軽いはずである。

　ただ、一枚の紙し片へんが置かれていた。

　手紙のようだ。かなり新しい。ダーントが手に取り、ざっと目を通してから、クラウディアに渡わたした。

「そなたら宛あてだ」

「これは……コンスタンツィア様の字!?」

　驚くクラウディア。しばらく目を丸くしていたが、字を追うにつれて表情は見る見る険しくなっていった。

　怪け訝げんに思ったドロシーが訊きく。

「どうしたの？」

「……ここにコンスタンツィア様がいたようです」

「え？　でも仕事の依い頼らいをしてきたのは、男の人だって聞いてたけど」

「あの人とは別です。暗くて狭せまい食料庫にずっと隠かくれていたようですが、所有者が騎空団に依頼するのを聞いたので逃にげ出すと書いてあります！」

「軍資金は？」

「コンスタンツィア様が持ち出したようです。ごめんなさい、借りていきますと書いてあります！」

　いつもは冷静なクラウディアだが、こめかみの血管が引きつっていた。

　ドロシーが横から手紙を覗のぞき込んだ。

「ねえねえ、野の良ら猫ねこの世話をお願いしますって書いてあるよ」

「あの方は後始末まで私たちに押しつけるつもりですね」

　クラウディアは手紙をくしゃくしゃに丸めた。木箱の中に放り込む。

「こうしてはいられません。ドロシー、すぐに騎空団に戻もどりますよ。コンスタンツィア様を捕つかまえるのです」

「どうやってご主人様を説得するの？」

「なんのために火炎放射器フレイムスロワーを持っているのですか！」

　クラウディアは地下室から飛び出した。ドロシーはくすりとすると、火炎放射器フレイムスロワーを担かついで後を追う。

　地下室にはダーントだけが残された。

「……メイドというのはかくも大変なものだな」

　やはり自由がなによりだと彼は呟つぶやく。

「リベラ殿どのもそう思うだろう」

　いつの間にか足元に来ていたリベラ。他の猫たちも集まっていた。

「では我々も帰るとするか」

　だがリベラをはじめ猫たちは動かない。ただじっと見つめている。

　ダーントはゆっくりうなずいた。

「もちろん、ここの猫たちが不自由しないよう、食しよく糧りようは補ほ充じゆうしておく。壊れたところも修理しよう。それでいいかな？」

　ようやく猫たちは満足し、よくやったと言わんばかりに「にゃん」と鳴いた。

























　ダルム方ほう伯はく領りようはバルツ大公領の域内に存在する。かつての権勢は大公そのものに匹ひつ敵てきするほどであったが、今は大公領の中にこぢんまりと存在するにすぎない。領内の大半は、鉱石を取り尽つくして穴だらけになった山で占しめられていた。

　方伯領で唯ゆい一いつ栄えているのがヴァッセル行政区画内にある都市、フワドラ市である。鉄鋼産業で栄えるバルツに、食糧等の生活必ひつ需じゆ品ひんを輸送する中ちゆう継けい点として成り立っていた。そのためバルツ大公領内としては珍めずらしく、商人の数が多い。

　商人あるところに市場マーケツトは立つ。売る人、買う人がやってくれば瞬またたく間に交こう渉しようがはじまる。商人は人と物を呼び、それらはさらなる人を呼び込む。フワドラ市は彼らの発する喧けん噪そうで常に騒さわがしく、静せい寂じやくとは縁えんのない都市として知られていた。

　その市場マーケツトの中を、二人の少女が歩いていた。人混みを搔かき分けるようにして、時々口論しながら。




「おイ！　こっちダ！」

「……ふむ。本当にそっちなのか？」

「間ま違ちがいナイ！　アタシを信じろッテ！」

　少女二人は人の流れに逆らうようにして歩いていた。ときおり、周囲を見回して自分の場所を確かく認にんしている。フワドラ市は無計画に拡張してきたため、住民ですらしばしば迷う。地図は必ひつ須すとすら言われていた。

　二人は狭い坂道に殺さつ到とうする人々を搔き分けられず、埋うずもれがちになっていた。

「そこ右。いや左ダナ！」

「……見ろ、やはり迷った」

「うるさいナ！　黙だまってろヨ！」

　二人は十字路の真ん中で立ち止まる。周囲の人たちは気にも止めないため、迷子の二人は押し出されるように隅すみへ移動した。

　少女のうち一人はダヌア。もう一人はアンナという。ダヌアは白の単衣ワンピースを着て内気な印象を与あたえるドラフの少女。アンナは濃こい紫むらさき色いろの三角帽ぼう子しを被かぶったヒューマンである。年ねん齢れいはどちらも十代後半なのだが、見かけはかなり幼く感じられた。

「あっちダ！」

「ふむふむ。本当か？」

「いやこっちダ」

「……おや。そっちはさっき通ったぞ」

「うるさいナ！」

　二体はとうとう口くち喧げん嘩かをはじめた。

「二体」としたのには理由がある。先ほどから口こう角かく泡あわを飛ばしているのはダヌアとアンナではない。ダヌアの持っている二体の人形なのであった。

　口の悪い方がグレーテル。冷静だがどこか抜ぬけている方がヘンゼルと呼ばれている。どちらもくすんだ色合いで目つきが悪く、手足は常にぶらぶらしているのに刃は物ものを持っていて、見る者をぎょっとさせる。ダヌアはある理由から二体の人形と共に旅をすることになった。

　ヘンゼルが口をぱくぱくさせた。

「……ところで、何故団長にもらった地図を確認しないんだ」

「あんないい加減なモンで分かるカ！　アタシに任せとケ！」

　そのときダヌアが小声で言う。

「ふたぁ……」

　二人とも喧けん嘩かは止めて、の意味だ。

　グレーテルとヘンゼルは、同時に食ってかかる。

「なんだヨ！　止めるナ！」

「……うむ。はじまったものは止めようがない」

　首を振ふるダヌア。

「なかぁ……」

　仲よくしようよ、の意味である。ダヌアは幼少期に体験したあることのため、言葉数が大変少ない。それでも二体にはこれで十分であり、意思疎そ通つうはできていた。

　グレーテルとヘンゼルはなおももごもご喋っていたが、やがて会話をやめた。この二体の意思ある人形は、なんだかんだ言いつつも、ダヌアの言うことならよく聞く。

　ダヌアはゆっくりと、長く息を吐はいていた。後ろで見守っていたアンナが心配そうに言う。

「……ダヌア……。平気……？　歩き疲つかれた……？」

　ダヌアはうつむき加減ながらも、分かるようにうなずく。

「だぃじ……」

　大だい丈じよう夫ぶ、と言っていた。

　アンナはほっと胸を撫なで下ろす。

　途と端たんに、アンナの手元から別の声が飛んできた。

「ダヌアモタイヘンダナ。ヤカマシーノガ、フタリモイルカラヨ！」

　二体の人形が、全身をふらふらさせながら首だけを向けた。

「おイ！　ヘンゼル！　ぬいぐるみが喋しやべったゾ！」

「他人のことは言えないが、カシマールに言われてもな」

　アンナは首をすくめた。

　このカシマールというのは、アンナが抱かかえている猫のぬいぐるみである。アンナは人見知りが強く、カシマールとだけ話すことが多かった。そのため森から離はなれ、騎き空くう団だんに所属するようになってもカシマールを手放さないのだ。なお、カシマールは単なるぬいぐるみであり、実際に喋っているのはアンナである。

　カシマールがまた言葉を発する。

「オマエラシャベッテネーデ、アルケヨナ！」

　グレーテルとヘンゼルは即そく座ざに嚙かみついた。

「なんだと猫のくせニ！」

「猫は関係ないぞ、グレーテル。邪じや魔まがなければ、すぐに着く」

　なおもカシマールは喋り続ける。

「ヒガクレチマウゾ！」

「夜の方が探しやすいかもしれないだロ！」

「うむ。夜明けになっても、歩いた満足感だけは残る」

「ソレ、イミネーカラナ！」

　人形が三体口々に喋っているため、ややこしいことになった。

　その声は徐じよ々じよに大きくなっていく。市場マーケツトの喚かん声せいに負けないよう喋っているため、周囲の注意を引きそうだ。

「しずぅ……」

　静かにしようよ、とダヌア。

　この言葉は小声であったが、ヘンゼルとグレーテルは会話を止めた。カシマールも一いつ緒しよに黙った。

　またダヌアが喋る。

「かしぃ……」

　これはなんのことだか分からなかったので、アンナが首を傾かしげる。するとヘンゼルが解説した。

「ふむ……ふむふむ……カシマールの言うとおりだ。喧嘩は駄だ目めだとダヌアは言っている」

　アンナは微笑ほほえむ。

「ありがとう……」

「はやぁ……」

「早く見つけるぞ。ゆっくりしてる余よ裕ゆうはないとダヌアは言ってる」

　とヘンゼルは言った。

　二人（と三体）がフワドラ市にいる理由は単純で、騎空団の団長に人捜さがしを頼たのまれたのだ。最近、マイシェラという女性が騎空団に加わったのだが、外出したきりなかなか戻ってこないので、帰ってくるよう呼びに来たのであった。

　人捜しはダヌアにまるで向いていなさそうな仕事であったが、意外なことに彼女は即そく承しよう諾だくした。むしろ周囲の人間が一人で行かせることに不安を抱いだき、アンナに同行してくれるよう頼むことになった。

　アンナは無口なダヌアに、ほのかな友情を感じている。なので一緒に行くことに異存はなかった。

　ダヌアは空を見上げた。日光が容よう赦しやなく降り注いでいる。足元は石いし畳だたみで周囲も煉れん瓦が造りの建物ばかりだから、照り返しが激しかった。

「あつぅ……」

「ほうほう……ダヌアも暑がっているようだ。日ひ陰かげに移動するぞ」

　ヘンゼルの言うことに従い、全員建物の陰かげに入った。

　フワドラ市の建物は、バルツ大公領名物の鉄と煉瓦でできている。そのため全体が茶色っぽく、どこに行っても似たような建築物が並んでいる。災害には強いが混乱の元であった。

「さっさと行こうゼ！　きっとあっちダ！」

　グレーテルが手をぶらぶらさせながら言う。ヘンゼルが答えた。

「そっちは港だ」

「知ってル。騎空艇ていに帰れル！」

「……ほう。帰ってどうする」

「こんなごちゃごちゃしたところより百倍ましダ！」

「仕事の約束を守るのは騎空士の常識だ」

「アタシ騎空士じゃないってノ！」

　また人形たちの声が大きくなりつつあった。ダヌアが注意しようとするが、その前にカシマールが喋る。

「オイ！　ダレカミテンゾ！」

　全員、カシマールが言った方角を向いた。

　道の先で数名の男たちがこちらを注視していた。恐おそらく大声を聞きつけたのだろう。市場マーケツトの中で立ち尽つくす少女二人（と人形）を見つけて珍めずらしく思ったらしい。

　なにやら声を潜ひそめて話をしている。そしてまたこちらを向いた。

　ダヌアとアンナは思わず身を引いた。

　男たちは筋骨隆りゆう々りゆうで恰かつ幅ぷくもよく、いかにもないでたちであった。全員上半身裸はだかで肉体を誇こ示じしている。荒あら事ごとを是ぜとしている商売なのか、あるいは単にならず者なのか、ともあれ堅かた気ぎではない顔つきをしていた。

　狭せまい道を塞ふさぐようにし、ゆっくりと近づいてくる。

　アンナの身体からだがぴくんとする。ダヌアの身体も強こわ張ばった。

　彼女は小さく息を吸う。緊きん張ちようは解かず、指だけが複雑な動きを描えがこうとする。それにつられ、ヘンゼルとグレーテルが小刻みに動き出す。

　と、そのとき。

「なにごとか」

　後方から声がする。男たちがぱっと二手に分かれた。

　そこにはいつの間にか女性がいた。

　立ち姿も艶あでやかなエルーン族の女性。身体全体を覆おおうようなひだの多い服を着ており、布製の袋ふくろを提さげている。やや癖くせのある長い金きん髪ぱつは陽ひの光で輝かがやいており、見てる者の目を細めさせた。年齢はよく分からないが、ダヌアやアンナよりも遥はるかに経験の深みを感じさせる。

　二人はその美しさに、しばし見とれていた。

　女性は屈くつ強きような男たちに臆おくすることなく、近寄っていった。

「その二人はわらわの連れだ。話があるのなら、聞こう」

　女性は男たちと二言三言言葉を交かわす。やがて男たちは、恐きよう縮しゆくしたように頭を下げると去って行った。

　女性が近づいてきた。

「すまなかったな。あの者たちは、おぬしらが迷子かと思って案内しようとしていたそうだ。他意はない。いかついが、気のいいやつらよ」

「あ、ありがとうございます。誤解しちゃった……」

　アンナがほっとして、頭を下げた。女性は笑う。

「なに。よくあることだ。あやつらも、もっと身だしなみに気をつければよいものを」

「そ、それで、あの……」

　遮さえぎるように女性は言う。

「わらわがマイシェラだ」
















　二人はいきなり言われて驚おどろいた。捜し人が向こうから現れたのである。

　マイシェラは考えを見み透すかしたかのように言う。

「そなたらは騎空団から言われて呼びに来たのであろう。待たせたな」

　彼女は「ついてくるがよい」と言い、先に立って歩いた。

　市場マーケツトの裏手を進む。マイシェラは建物と建物の隙すき間まを歩いて行く。頭上を猫ねこが窓の張り出しに足をかけて器用に渡わたっていくが、下は人がすれ違ちがうのも難しい狭さだった。

　小さな建物の裏に着いた。マイシェラは壊こわれかかった木の扉とびらを開ける。

「階段になっておる。暗いので気をつけるようにな」

　急な階段が下に伸のびている。しかも薄うす暗ぐらい。ダヌアとアンナは壁かべに手をつけながらそろそろと下りた。

　マイシェラは慣れているのか平然と足を運ぶ。それでも二人が遅おくれることのないように、歩調を緩ゆるめていた。

　やがて扉の前に着く。

　かなり下ったので、地下深いはずだ。ひんやりとしており、剝むき出しの土つち壁かべも冷たい。

「入るとよい」

　マイシェラが扉を開け、招き入れる。

　一歩踏ふみ入れた途端、アンナが声を上げた。

「わ……！　その……立派なお部屋……」

　マイシェラは苦笑いをする。

「散らかっているからな。無理せずともよいぞ」

「い、いえ……そんなことない……です。本当にびっくりしちゃって……」

　内部は広く、天てん井じようは高かった。床ゆかには複雑な文様が書かれた絨じゆう毯たんが敷しかれている。一方の壁には分厚い書物がうずたかく積まれており、もう一方には石版が立てかけられ、棚たなに巻物が詰つめ込まれている。奥には薬品棚だなが並んでいた。

　足の踏み場もないほど散らかってはいなかった。むしろ整せい頓とんされている。アンナはそれより、書物に代表される知の集積に圧あつ倒とうされたのだ。

　ただの地下室というより、まるで記録保管庫だった。

　マイシェラは二人に椅い子すを勧すすめた。自分はいったん奥に引っ込むと、盆ぼんに茶器を載のせて戻もどってきた。

「このような部屋はいくつか持っておる」

　彼女は湯壺ポツトから茶杯カツプに茶を注いだ。湯気に乗って香こうばしさが広がる。

「少しの間、籠こもって研究するつもりだったのが、気がついたら何日も経たってしまった。すまぬな」

「鉄の島の地下で研究ってのは珍しいナ！　森の中で木の小屋にいるのがお似合いなのにヨ！」

　グレーテルの言葉にマイシェラは少しだけ笑った。

「この港には珍しい生薬が届くのでな。重宝しておるよ。ゼヘクの病やまいに効くのもあるかもしれぬし。ところで……」

　彼女の視線はダヌアに向けられた。

「そなたがダヌアだな」

　ここではじめて、二人は自己紹しよう介かいをしていないことに気がついた。

「名乗らずともよい。傀かい儡らいの術を自在に扱あつかうものなど、二人とおるまい。隣となりがアンナか。お主も魔ま法ほうを使うな」

　アンナは驚きつつもうなずいた。

「どうしてボクたちのことを……」

「さて、どうしてだろうな」

　マイシェラがはぐらかす。その態度にも不快は感じられず、むしろ幻げん想そう的ですらあった。

　アンナは茶杯カツプに口をつける。すぐに顔をしかめた。

「苦いか？　緑茶は飲み慣れぬと口の中がいがらっぽいだけだが、やみつきになると甘さすら感じるようになるのだ。美しさも保てる」

　アンナは一口飲んだだけで茶杯カツプを置いた。

「マイシェラさんは、その……」

「ん？　わらわの美か」

　彼女はアンナに言葉を続ける隙すきを与あたえずに話す。

「なかなか目ざといな。わらわもこの美しさから、かつては暁あかつきの女王と呼ばれたこともあるのだ。その秘ひ訣けつはだな、香こう水すいや香こう油ゆに頼たよるのも手だが、食生活に気を配るのも重要だ。一時期は瀉しや血けつをして肌はだを白く見せようとしたこともあったが、あんなことをして寿じゆ命みようを縮めては元も子も……」

「チガウッツーノ！」

　アンナではなく膝ひざ元もとのカシマールが喋しやべり出した。

「ソージャナクテ、トットトフネニモドッテコイヨ！」

「そのことか」

　マイシェラはにこりとする。ぬいぐるみに言われたにもかかわらず、気にしたように見えなかった。

「わらわの古代への探求、美への研究はいまだ端たん緒しよと言ってよく、道のりは果てしない」

「イミワカンネーゾ」

「もっと研究したいということだ。とはいえ騎空艇にも書物を積ませてもらった故ゆえ、戻るのにやぶさかではないが……それより」

　彼女は視線をアンナから横に向けた。

「お主、わらわに他の用事があるのではないか」

　アンナも顔を横に向ける。二つの視線がダヌアに集中した。

　ダヌアは小さく首を縦に振ふった。

「まほぅ……」

　ヘンゼルが後を引き取る。

「うむ……ダヌアは魔法を教わりたいと言っている。あなたが魔法に関してかなりの知識の持ち主だと聞いたそうだ」

「聞いてどうする」

「かたぁ……」

「仇かたきを取る」

　ヘンゼルの声には多少の固さがあった。

　ダヌアは両親を亡なくしている。それも家族ごと殺害されるという凄せい惨さんなものであった。彼女が生き残ったのは兄が逃にがしてくれたから。この兄のことを、ダヌアは忘れたことがない。

　人形のヘンゼルは亡き兄が使っていたものだ。ダヌアは家族を亡きものにした仇を探すため、騎空団に加わったのである。

　家族を失った事件のことは、常にダヌアの頭の中にある。マイシェラ探しに立候補したのも、敵を討つ力をつけるためだ。

　マイシェラは言った。

「あまり気が進まぬな。知識ばかり詰め込んでも仕方あるまい」

「ちしぃ……」

「ふむふむ……その知識が必要だ、とダヌアは言っている」

　ヘンゼルの声にも真しん剣けんさが滲にじんでいる。マイシェラはさらに言う。

「お主はもう傀儡の術を使えるであろう。他になにが必要なのだ」

「つよぉ……」

「強力な魔法ならなんでもいい。ダヌアは色んな魔法を使えるようになりたいそうだ」

　ダヌアの表情は真剣だ。

　ふざけていないことは、誰だれの目にも分かる。だがマイシェラは、やや困ったような顔をしていた。

「しかしな」

「まほぅ……」

　ヘンゼルが言葉を引き取る。

「ほうほう……魔法の知識なら貴方あなたの右に出る人はいないとダヌアは言っている。だから教えてほしいそうだ」

「知識と実じつ践せんには乖かい離りがあるのが道理。意味があるとは思えぬな」

「そこぉ……」

「そこをなんとか、頼む」

　ヘンゼルとダヌアは同時に頭を下げた。

　ふむ、とマイシェラは呟つぶやく。顎あごに手を当て、なにやら考える仕草をしていた。

　沈ちん黙もくのまま時間が経過する。

　緑茶が冷めたころになってから、ようやくマイシェラは口を開いた。

「……そうだな、とりあえずやってもらいたいことがある」

　ダヌアはきょとんとする。

「そうじぃ……」

「残念だが、ダヌアは掃そう除じや洗せん濯たくの類はからっきしだ。あと歯は磨みがきも苦手だぞ」

「なにも召めし使つかいになれとは言っておらぬ。ちょっと待っておれ」

　マイシェラは奥の壁かべ際ぎわに寄る。薬品棚のあるところだ。乾かん燥そうした薬草や薬の入った壺つぼがたくさん並んでいた。

　彼女はそこからいくつかの壺を手に取り、持ってきた。ダヌアに渡す。

「これを肌にぬってみよ」

「？　まほぅ……」

　ダヌアは不思議そうにしている。ヘンゼルも一いつ緒しよになって首を傾かしげていた。

「うむ……これは魔法に関係あるのか、とダヌアは訊きいているぞ」

　マイシェラはうなずいた。

「いかにも。大いに関係がある」

　恐おそる恐おそるであったが、ダヌアは壺の蓋ふたを開けた。

　すっきりとした香かおりが鼻をくすぐった。さらさらとした液体が入っている。

　指につけてから肌に落とす。慎しん重ちように伸ばした。

　瞬またたく間に肌が輝かがやきだした。肌に湿しつ気けが宿り、艶つやも出ている。ダヌアとアンナの目が引きつけられた。

　その反応に、マイシェラは満足げだった。

「どうだ。油オイルに西洋杜松ジユニパーベリーの実からとった液を混ぜた香油よ。引き締しまるような香りと輝きがよく合っているであろう」

　ダヌアは思わずうなずく。これは彼女にとって未知の驚おどろきであった。

　彼女は化け粧しようをしたり、自らを着き飾かざることにほとんど縁えんがない。はじめての経験だった。

　自分の腕うでをしみじみと見つめる。その間に、マイシェラがアンナに別の壺を渡わたしていた。

「さ、同じように塗ぬるとよい」

　アンナも蓋を開ける。やはり香油だったが、量はずっと少なかった。

　腕に塗る。体温で熱せられ、匂においが立ちのぼる。今度の香りは甘く、どういうわけか身体からだをぞくぞくさせた。

「それは麝じや香こうからとった液を利用したものでな」

　とマイシェラ。

「高価故あまり量がなく、珍ちん重ちようされておる」

「こ、この匂い……なんか変……」

「おお、それか」

　マイシェラは笑う。

「香りには殿との方がたを興奮させる効能があるのだ。つけたまま市場マーケツトに出てみよ。殿方が吾われ先にと寄ってくるぞ」

「え……ええ……！」

　アンナは顔を真っ赤にした。蓋を閉じると、腕についた香油を落とそうと擦こすりはじめる。

「そう焦あせるな。ここにはわれらしかおらぬ」

「でもでも、ボ、ボクこういうのは……！」

「いかんな」

　マイシェラは笑えみを崩くずさない。

「美の追究は人の本分。美しく着飾り、他人の目に晒さらしてこそ磨みがきがかかる。着の身着のまま、肌は荒あれ放題で髪かみの手入れもしないなどあってはならぬ。だかそれは基き礎その基礎。人の目を意識することも本質に近づく道よ」

「で、でも……」

「魔法もまた同じ。本質は驚くほど似ておる」

「そ、そうかな……」

「わらわも美しさを追求しているうちに、知識を得ることになった」

「な、なんか理り屈くつに合って……いるのかな……？」

　アンナは戸と惑まどい、マイシェラは悠ゆう然ぜんとしていた。

　年ねん齢れい不ふ詳しようとしか言いようのない女性だが、鬱うつ屈くつだけを溜ためて長生きしているとはとても思えない。若さと共にあると言われても納なつ得とくがいった。そんな彼女に美しさを説かれるのは説得力がある。

　アンナと違ちがい、ダヌアはしげしげと自分の肌を見つめていた。

「きれぃ……」

「キャハハッ！　ダヌアも気に入ったみたいだナ！」

　グレーテルが面白そうに言う。

「でもぉ……」

「ふむ……ふむふむ……これと魔ま法ほうに何の関係があるんだ、とダヌアは言っている」

　ヘンゼルが補足する。

　マイシェラはよく気づいたなと言いたげだった。

「魔法とは人を変えるもの。すなわち、人は美しくなれば魔法を学んだのと同じこととなる」

「たたぁ……」

「戦いのための魔法は、ちゃんと教えてもらえないのか？」

「綺き麗れいになる方が楽しいぞ」

　マイシェラの台詞せりふに、ダヌアは激しく首を振った。

　ダヌアにとって、家族の仇をとることが重要だ。たとえ美しくなることに目を奪うばわれても、忘れたことはない。そのことは心に強く刻み込まれている。

　しかしマイシェラは言った。

「わらわは美について教えたい」

「それぇ……」

　ヘンゼルの口が動く。

「ふむふむ……それよりも、攻こう撃げき魔法がいいそうだ」

「ふむ。そういうことなら、わらわより適任がおるであろう」

　マイシェラの視線は、ダヌアの隣となり、アンナを指していた。

「え……ボ、ボク!?」

　どうにかして麝香の香りを消そうとしていたアンナだったが、いきなりのことに椅い子すから跳とび上がった。

「ななな、なんで……！」

「お主は独特の魔法を得ておるだろう」

「ど、どうして知ってるの……？」

「一家言あるのなら、わらわよりよほど適任よ」

「ボ、ボクは無理だよ！」

「オシエラレルホド、タイシタモンジャネーゾ！」

　カシマールも同調する。と言っても、アンナが喋しやべっているのだが。

　マイシェラはアンナの反発を目まの当たりにしても、意に介かいさない。というか、むしろ楽しそうにしていた。

　うきうきしながら薬品棚だなに近づく。

「そうかそうか。ならばこの新しい香こう油ゆと白粉おしろいをお主らで実験して……」

「う……」

　アンナがたじろぐ。その顔には、教えるのは無理だが化粧はもっと無理だとはっきり書いてある。

　彼女は右を見て左を見て、どこにも逃にげ道がないと知るや、渋しぶ々しぶうなずいた。

「そ、そこまで言うなら、ボクが教える……」

「うむ。きっとダヌアも期待しておろう」

　マイシェラは不思議な笑みを浮うかべながら、そう言った。




　　　　○




「ダカラヨー、マホウッテノハシュウチュウナンダヨ、シュウチュウ」

「そればっかりだナ！」

「カンガエテ、パーッテハナツンダ」

「そんな説明で分かるかヨ！」

「ソーイウモンナンダッテ！」

　カシマールとグレーテルは朝からそんなことを言っていた。

　マイシェラは「室内は自由に使ってよい」と言ってくれた。地下室は思ったよりずっと広く、いくつもの部屋に区切られ並んでいる。最初に通されたところの隣が空いていたので、魔法の練習に使わせてもらった。

　というわけで、翌日からさっそく練習をはじめた二人だったが、いきなりつまずくことになった。

　そもそもアンナの魔法は祖母から受け継がれたもので、体系的に学んだことはない。全すべてが経験則から成り立っている。当然文書化されたり普ふ遍へん的な方法が確立されてたりはしない。順序立てて説明するのは困難がともなった。

　アンナはダヌアと向かい合わせに座っていた。

「え……えっとね、こうして……こうやると……火が出るから……」

「やるぅ……」

　ダヌアはアンナの手順通りに指を動かし、呪じゆ文もんを唱えた。

　これは火か炎えんの魔法である。ダヌアの手が一いつ瞬しゆんだけ熱を持ったものの、火が出る様子はない。

　がっかりするダヌア。

「へたぁ……」

「ほうほう……もしかしたら、自分が下手なんじゃないかってダヌアは言ってる」

　ヘンゼルの通訳にアンナは慌あわてた。

「そ、そんなことないよ。きっとボクの教え方がよくなくて……」

　アンナは深呼吸をすると、今度は別の手順に取りかかる。

「あ、あのね？　まず手を握にぎって……」

　ダヌアは言われたとおり右手を握った。アンナは続ける。

「視線を少しだけ上に向けて、頭の中に火を思い浮かべるんだ……。それから思いっきり息を吸ってから手を開いてみて？」

　ダヌアは言われたとおりのことをした。

　ぱっと手を開く。ぽん、と音がする。

　出現したのは、うっすらとした煙けむりだった。一筋の煙は二、三度揺ゆらめくと、あっという間に散った。

　ダヌアは肩かたを落とす。

「むずぅ……」

「やっぱ難しいよナ！」

　グレーテルも同情したような声だ。

　アンナもがっかりしていた。見るからにしょげており、「ボクのせいだ」と落ち込んでいる。

「なかなか大変なようだな」

　マイシェラが顔を出した。

「魔法というのは会え得とくも威い力りよくも個人差が大きい。アンナのせいではないし、ダヌアのせいでもない」

　アンナは彼女に目を向ける。

「じゃ、じゃあ、なんでボクに先生役を……？」

「やはりお主でないと、ダヌアに教えるのは無理だからだ」

「でも……」

「まあまあ、気を急せくことはない。一休みせい」

　ダヌアは首を振ふった。

「ひまぁ……」

「暇ひまはないから、もっと練習したいそうだ」

　ヘンゼルが代弁するが、マイシェラがやんわり遮さえぎった。

「焦あせりは禁物。魔法は集中力を使う。今のおぬしらは頭が疲つかれているであろう。休むことも時には必要だ」

　その言葉に、渋々ながらであったが、ダヌアとアンナはうなずいた。二人を焦りが支配しているのは本当で、続けても成果を得られないことに薄うす々うす気がついていた。

　頭が疲れているのも本当。額のあたりが熱を持っていた。

　マイシェラはにこりとする。

「さあ、ではこちらへ」

　手を差し出す。ダヌアは怪け訝げんな顔。

「なぜぇ……」

「何故そんなに嬉うれしそうなのかとダヌアは訊きいている」

　ヘンゼルの言葉に、マイシェラは満面の笑えみを浮かべていた。

「休みの間に、わらわが美の手ほどきをしてやろう」

　彼女は二人の手を取った。戸惑うアンナ。

「えっ……ボクはいいよ……」

「いやぉ……」

「いらないとダヌアは言ってるぞ」

「遠えん慮りよすることはないぞ」

　マイシェラが言う。

「美しさにも魔力は宿るのだ。そうでなければ化け粧しようをするかいがないというもの」

「ほ、本当……？」

　アンナの疑問はもっともだったが、マイシェラは直接答えない。

「それが真実かどうか知るのも、また美の一いつ環かん」

「よ、よく分からないんだけど……」

「わらわはよく理解しておる」

　二人は理解できないまま立ち上がった。マイシェラは語り続ける。

「美しさをおろそかにすることは罪。ゼヘクが離はなれている今、わらわは美しさへの探求がつい多くなってしまうが、それもやむなきこと。二人ともわらわと共に美を楽しむのだ。では、こちらへ」

「……ね、ねえ、ダヌアちゃん」

　やや声を落として、アンナは言った。

「に、逃げた方がいいのかな……」

「たすぅ……」

「ほうほう……助けを求めても誰だれも来ないだろうとダヌアはすでに諦あきらめているぞ」

　マイシェラはゆっくりと二人を隣りん室しつに導く。強ごう引いんというよりいつの間にかという感じで、ダヌアとアンナは従っていた。




　最初に通されたところとは違ちがう部屋に、二人は連れていかれた。今度の部屋はやや狭せまく、壁かべの至る所に蠟ろう燭そくやら灯ランプやらが据すえられていて、光源となっていた。

　そのためかなり明るい。照明のないところは衣桁ハンガーにかけられた衣い装しようが並んでいた。

「ささ、こちらへ」

　マイシェラは楽しそうに二人を連れてくる。壁の一角にある、大きな姿見の前に立たせた。

「これは硝子ガラスの後ろに銀を塗ぬった高級品でな。姿がよう映る」

　ダヌアとアンナは並べて立たされていた。その後ろにマイシェラ。一見すると家族のようにも見える。

「およそ生けるものはすべからく美を楽しむべき。だが香こう水すいや香油、白粉にだけ頼たよるのはいかにもつまらぬ。服装も美しさを彩いろどる大切な要素だ」

　ダヌアがきょとんとする。

「ふくぅ……」

　例によってヘンゼルが解説する。

「ふむふむ……服をどうするんだとダヌアは言ってるぞ」

「知れたこと。着るのだ」

　マイシェラは断言する。

「お主らはずっと美しくなる。保証しよう」

「でぇ……」

「ほうほう……でも服の事はよくわからないとダヌアは言っている」

「案ずるな」

　マイシェラはやんわりと言う。

「服の色を変えるだけでも随ずい分ぶんと気持ちが変わる。気持ちが変われば風景も違ってくる。フワドラ市の茶色い街並みも、色いろ鮮あざやかに感じてくるものだ」

　マイシェラはそう言うと、衣桁ハンガーにかけられた服を何着も持ち出した。片かた端はしから二人に渡わたしていく。

「それに着き替がえるのだ。遠慮はいらんぞ」

　否いやも応おうもない。二人は次から次へと着替える羽目になった。

　上下が大きく分かれた服や、貴族が舞ぶ踏とう会で着用する連衣ドレス、女性用の軍人の制服、どこかの国の僧そう衣いに軽かる業わざ師しが着ている色鮮やかな服まで、どこにしまってあったんだと思うくらい多種多様なものが出てきた。

　二人はこれらを全て着せられた。

「ふむ……こういう制服もなかなか……」

「マ、マイシェラさん、まだですか……」

「まあまてアンナ。もっと似合いそうなのがあるぞ。帝てい国こくの宰さい相しよう付小こ姓しようが式典時に着ていたものだ」

「わすぅ……」

「自分たちが最初にどんな服を着ていたか忘れてきたとダヌアは言ってる」

　普ふ段だんのダヌアとアンナは裾すその長い服を着ている。装そう飾しよく品も身につけておらず、派手とは言いがたい。それに加えてアンナは鍔つばの広い帽ぼう子しに蠟燭まで差していた。

　マイシェラは腰こしに手を当てた。

「どうもお主らの元々の服は、地味すぎていけない。裳スカートが長すぎはしないか」

「そ、それはマイシェラさんも……」

「わらわはよいのだ」

　ずるいと呟つぶやくアンナの抗こう議ぎを無視し、マイシェラは壁かべ際ぎわによると衣桁ハンガーにかかった服を確認した。

「裾は膝ひざにかかるくらい……いやいや膝よりも上……むしろ太ふと腿ももまで……違うな、ここは発想を変えよう」

　彼女は薄うすい布を選び出した。二人が目を剝むく。

「なにぃ……」

「これはなんだとダヌアが言ってるぞ？」

「水着だ」

　マイシェラは力強く言った。

「あまり縁えんがないかもしれぬが、アウギュステ列島というところには、そのほとんどを水からなる島があってな。住民はそこで泳ぎを楽しむ。そのとき着るものを水着と呼ぶ」

　二人はしげしげと水着を見つめた。

　ファータ・グランデ空域を構成する島々の大半は陸地で、島内に池はあるもののせいぜいが小規模な湖で、海と呼ばれるくらい広いのはアウギュステ列島他一部に限られていた。なので水着を見たことも着たこともないという者も存在する。

「みずぅ……」

「うむ……ダヌアも水着くらい知ってる」

　とヘンゼルが言う。マイシェラはにこりとした。

「ならば話が早い。いずれ海に行くことがあるかもしれぬ。慣れてみるためにも着てみよ」

「ぬのぉ……」

「この水着は布の部分が小さくないかとダヌアは気にしている」

　ダヌアの懸け念ねん通り、マイシェラが出してきた水着は上下に分かれていて、しかも紐ひもは細く面積が小さい。

　ダヌアにとってもっともな抗議であったが、マイシェラは安心しろと言っていた。

「なに。これくらい普ふ通つうだ。世の中には水着だか裸はだかだか分からぬものも存在するのだ。霊魂スピリツト向けの水着としか思えん。あれはあれで面おも白しろいもので……とにかく着てみよ」

「にたぁ……」

「これだって似たようなものじゃないかとダヌアは言ってるが……」

「あまり細かいことを気にするでない」

　マイシェラはダヌアの手からヘンゼルとグレーテルを取ると、すぐそばの椅い子すに置いた。

「そこで見ておれ。ダヌアがどのように変身するか眺ながめるのも一興」

「珍めずらしーナ！」

「……うむ。滅めつ多たにない」

　マイシェラがダヌアに告げる。

「お主の人形たちもこう言っておるぞ」

　急かされ、ダヌアは渋しぶ々しぶ水着に着替えることにした。

　待つことしばし。いつもうつむき加減で爪つめを嚙かんでいた少女が、布地の少ない、上下二つに分かれた水着を着用する。

　ダヌアはもじもじしながら言う。

「どぅ……？」

　ヘンゼルとグレーテルはしばらく眺めていたが、やがて椅子の上でかたかたと動いた。

「……ふうむ、涼すずしそうだ」

「裸みたいなもんだナ！」

　ヘンゼルの言葉にグレーテルが答える。

「しかし、これなら雨に濡ぬれても着替える必要がないな」

「おいおい。そーいうわけにはいかねーだロ！」

　恥はずかしがっていたダヌアだったが、頰ほおを膨ふくらませて人形たちを見る。ヘンゼルとグレーテルは急いで言った。

「とても似合っている」

「可愛かわいいーナ」

　ダヌアは口を尖とがらせた。

「むうぅ……」

　マイシェラが言う。

「これはわらわにも分かる。何な故ぜ適当に答えるのかと言いたいのだろう」

「そうは言ってもだな……」

「いつものダヌアと違うからナ！」

　マイシェラは我が意を得たりとばかりにうなずく。

「たとえ人形と言えど、女が変身すれば戸と惑まどうものだ。これが美の魔力よ」

　ダヌアはしばらく自分の水着を姿見に映して眺めていた。それから恥ずかしさがぶり返してきたのか、またもじもじする。

「はずぅ……」

「ん？　それにしてもこの水着は極きよく端たんだと言いたいのか。単にわらわが着せてみたかっただけだ」

　とマイシェラは言った。

　隣となりのアンナも人形と一いつ緒しよに戸惑ったり驚おどろいたりと忙いそがしかった。ダヌアのこんな姿を見たのははじめてなのだ。

　アンナにとって、口数の少ない自分の友人が水着に着替え、しかも一部始終を見るのはなんともどきどきする行こう為いだった。

「アンナ、お主の感想はどうだ？」

　マイシェラに話を振ふられ、アンナはびくっとした。二、三度口をぱくぱくすると、消え入るような声を発する。

「か……可愛いよ……」

「ありぃ……」

　二人してうつむき加減になり、顔を赤くしていた。

　マイシェラは手を叩たたく。

「さあ。アンナは他ひ人と事ごとのような顔をしている場合ではない。お主も着替えるのだ」

「ボ、ボクも……!?」

「予想はしていたであろう。いつの日か、海で水着になる日が来るぞ。予行演習と思うのだ」

　彼女は手に持っていた水着を押しつける。

　アンナのものは上下が一体型になった水着であった。臍へそが出ない分ダヌアのよりはましではあったが、足の付け根部分の切れ込みは、もっと極端だ。

「うう……」

「泣きそうになっても無む駄だだ。ダヌアを見よ。期待しているではないか」

　確かにダヌアは目を輝かがやかせて、「早く着て」と言いたそうにしている。

　アンナは言い返そうとしたが、できずに口をつぐむしかなかった。ダヌアが純じゆん粋すいに期待している分、たちが悪い。自分が着るのでない限り、好こう奇き心しんが上回るのである。
















「ダヌアちゃんの馬ば鹿かぁ……」

　アンナは呟くと、帽子を取った。それからしげしげと水着を眺める。水着なので当然なのだが、着ると身体からだの輪りん郭かくがはっきりと出そうである。

「ボ、ボクに似合うかなあ……」

「ビミョウダナ」

　カシマールが言う。

「イッソ、キナイデニゲチマオーゼ！」

「腹話術で己おのれの言葉を代弁しても意味はないぞ」

　マイシェラに釘くぎを刺さされる。アンナは半泣きになりながら水着を見つめていた。

「なんだか布が小さい……」

「水着だからな」

「そ、そうじゃなくて……どんどん小さくなって……」

　マイシェラの顔色が変わった。

　確かに水着の布部分が小さくなりつつあった。そして小さくなったところを補うように、青白い物体が現れつつある。

「これって……」

「離はなれろ！　捨てるのだ！」

　マイシェラが叫さけぶ。アンナは急いで水着を投げようとしたが、一歩遅おそかった。

　水着が破れた。

　空中に浮うかぶと、一いつ瞬しゆんにして弾はじける。そして中から、水色の女性が出現した。

　一見美しいが人とは違ちがうものだとすぐに分かる。腰から下が魚の尾おになっているのだ。そして全身から限りない敵意を放っていた。

「魔ま物もの……水の精霊エレメンタル!?」

　マイシェラが叫ぶ。

　どのような理由かは不明だが、この魔物は水着に潜ひそんでいたのだ。

　精霊エレメンタルの行動様式は単純だ。近づくものほとんど全てを敵と認にん識しきして攻こう撃げきする。この時もそうだった。

　水の精霊エレメンタルが光った。

「きゃっ!?」

　アンナの身体を衝しよう撃げき波はが襲おそう。尻しり餅もちをついた。

　ダヌアも同じように衝撃を受けて弾き飛ばされる。意識はあるから軽い方だ。

「!?」

　ダヌアが駆かけ寄ろうとする。だが水の精霊エレメンタルが四方八方に衝撃波を放ち、容易には近寄れない。

「アタシらも行くゼ！」

「そのままじゃやられるぞ」

　グレーテルとヘンゼルが叫ぶ。

　ダヌアは水着姿のまま、這はって進もうとした。だが水の精霊エレメンタルはどこで知覚しているのか、たとえ背後だろうとすぐに見破り、ダヌアに攻撃を仕し掛かけてくる。

　光が周囲を乱らん舞ぶする。部屋中が青く輝いていた。煌きらめきは全すべてを圧し、動くものに狙ねらいを定めていた。

　水の精霊エレメンタルがアンナを襲う。

「あぅっ……！」

　アンナの身体が電撃に襲われたかのように痙けい攣れんした。青白い輝きが稲いな妻ずまとなって突つき進み、彼女の皮ひ膚ふを突き破らんとしていた。

「……だぃじ……」

　大だい丈じよう夫ぶと訊きいたところで、アンナから返事はない。彼女は床ゆかに倒たおれ、身体を縮こまらせている。そこに水の精霊エレメンタルがゆっくりと近づいていた。

　水の精霊エレメンタルがアンナに覆おおいかぶさろうとしている。アンナの鼻や口から、白い煙けむりのようなものが流れ出る。

　アンナの目から、一ひと粒つぶ涙なみだが落ちる。

「あんなぁ……！」

　全てを言わず、ダヌアは立ち上がった。

　駆け出す。水の精霊エレメンタルが注意を向けるが気にしない。椅子に置かれたままの人形二体を取る。

　水の精霊エレメンタルと対たい峙じ。力を込こめる。

　精神力を集中させる。あれだけやってもできなかったことだが関係ない。今やらずしてどうするのか。

「そうこなくてはな」

「やっちまエ！」

　ヘンゼルとグレーテルは激しく動いた。ダヌアが魔ま法ほうを使ったときにだけ、この二体は自立するのだ。

　魔法によって二体は人間以上の動きを見せた。ダヌアの指にあわせ、空中を飛ぶ。

　ヘンゼルとグレーテルは右に左に飛び交う。水の精霊エレメンタルの視線が泳ぐ。二体の手に持つ刃が輝かがやいた。くるりと前転すると、逆落としとなって水の精霊エレメンタルに飛びかかる。

　刃が一いつ閃せんする。同時に強きよう烈れつな衝撃波が発生。青白い光に倍する輝きが、室内を埋め尽くす。

　光が収まったとき、水の精霊エレメンタルは姿を消していた。




「アンナ……」

　ダヌアはアンナに駆け寄った。水の精霊エレメンタルは文字通り消失しており、塵ちり一つ見えない。

　アンナは目をつぶっていたが、恐おそる恐おそる開けた。幾いく度どか瞬まばたきする。

　眼前にいるのが自分の友人だと知って、ゆっくりと微笑ほほえんだ。

「ダヌアちゃん……もしかして、ボクのこと助けてくれたの……？」

　ダヌアは返事をしなかったが、人形二体が首しゆ肯こうしていた。

「その通りだ」

「アンナのことを助けたんだヨ！」

　しばらくきょとんとするアンナ。

　やがて事態を理解すると、ふらつきながらも立ち上がった。そして深々と礼をする。

「ありがとう……ダヌアちゃん……」

　ダヌアは恥ずかしそうにうつむいた。そこにアンナが抱だきつく。

　ぱちぱちぱち。室内に乾かわいた音が響ひびく。

「やればできるではないか。わらわが魔法を教えることもない」

　マイシェラが満足そうに拍はく手しゆをしていた。

「結局は己の問題なのだ。お主は元々傀かい儡らいの使い手。他の魔法なぞ覚えずとも、磨みがきをかければよい。そうであろう？」

　ダヌアは頷うなずきそうになったが、はっとすると急いでマイシェラに詰つめ寄った。

「たすぅ……！」

「水の精霊エレメンタルが出たのにどうして助けなかったんだとダヌアは言ってる」

　解説するヘンゼルの声にも怒ど気きが含ふくまれている。マイシェラは手を振った。

「のうアンナ。お主、どこか怪け我がをしたか？」

　質問されたアンナは、慌あわてて自分の身体を確認した。

「……全然」

「だろう。あの水の精霊エレメンタルは、わらわが作り出した偽にせ物ものでな。見かけだけは本物そっくりだが、たいしたことはできない。最初の攻撃では尻餅をついたかもしれんが、それだけだ」

「な、なんでそんなことを？」

「知れたこと。ダヌアが教えを請こうてきたからだ」

　マイシェラは不敵な笑みを浮かべた。

「わざわざわらわのもとを訪れてきた者を、即そく座ざに追い返すことはしたくない。なにかしら会え得とくしてもらわねば立場がない。少し遠回しだったかもしれんがな」

　ダヌアとアンナはぽかんとした。一連の着き替がえ、そして戦せん闘とうは全てマイシェラの手の上でおこなわれていたのだ。

　二人の魔法の練習も予定のうちなのだろう。練習している間に水の精霊エレメンタルを仕込んだに違いない。

　二人の中には、怒おこるよりも先に安あん堵ど感が湧わいていた。そして少し深まった友情を自覚していた。

　マイシェラがにこやかに言う。

「さあさあ、これでいいだろう。騎き空くう団だんに戻もどるとするか。きっとゼヘクも待ちわびておる」

　ダヌアとアンナは動かない。二人は顔を見合わせていた。

　不ふ審しんがるマイシェラ。

「どうしたのだ」

　ダヌアが一歩近づいた。手にはいつの間にか、衣桁ハンガーにかかっていた水着が握にぎられている。

「これぇ……」

「ふむ……ふむふむ……自分たちだけが引っかけられて、しかも水着になるのは不条理だとダヌアは言ってる」

　ヘンゼルの解説。マイシェラは一歩後ろに下がった。

「そんなものをどうするのだ」

「きるぅ……」

「マイシェラも着るべきだと」

「わらわは似合わぬ。馬ば鹿かなことをしていないで……む」

　背後に忍しのび寄っていたアンナが、マイシェラの身体からだを押さえつける。

「ボ、ボクもダヌアちゃんに賛成」

　アンナの言葉には、どこか嬉うれしそうなものが混じっている。

「マイシェラさんの別の恰かつ好こう……見てみたいなあ」

「だから水着を着せようというのか。特にかまわんぞ。わらわの美しさに見とれるが……待て、それはなんだ」

　はじめてマイシェラの顔に焦あせりが浮かんだ。

　ダヌアの手に水着はない。いつの間にか別の服に替かわっていた。

　肩かたを大きく露ろ出しゆつさせ、ぴったりとした白い服。裳スカートは白く短い。それだけならまだしも、胯間の部分から白鳥の首が伸のびており、反対側には尻尾しつぽまでついていた。

　およそ実用からはかけ離れた、冗じよう談だんみたいな服だった。

「きるぅ……」

「ほうほう……こんな服が置いてあるんだから着るべきだとダヌアは言っている」

　ヘンゼルまでが笑いを含ませながら通訳している。

　マイシェラは首を振ふった。

「それはどこかの商人に、薬のおまけとして押しつけられたのだ！　服を捨てることはわらわの主義に反するからとっておいて……こらダヌア。どこを触さわっておる！」

　ダヌアは無言で服を脱ぬがせにかかった。抵てい抗こうしようとするマイシェラだが、アンナがしっかりと押さえる。

「そこを解かれると服が……それは下着だ！　こらこらやめんか、やめ……」

　ダヌアとアンナには容よう赦しやするつもりが欠片かけらもなかった。自分たちも恥はずかしい目に遭あったのだから、同じ思いをしてもらうのは理に適かなっている。なによりここは地下。マイシェラの悲鳴が地上に伝わることはない。

　二人は遠えん慮りよなくマイシェラの服を剝はいでいった。

　それからなにがあったのか。関係者が口をつぐんでいるため、騎空団に事実を知る人はいない。ただしばらくの間、マイシェラは着替えのきの字も口にしなくなった。







　　　あとがき







　築つき地じと申します。グランブルーファンタジーの外伝的ノベライズ、メンバーズフェイトをお届けします。

　この本は、グランブルーファンタジーに登場するキャラクターを、短編形式で描えがいています。たとえるならゲームにある「フェイトエピソード」の小説版でしょうか。メジャーなキャラクターからマイナーなキャラクターまで、各種登場してもらっていますので、どうぞごゆっくりお楽しみください。




　こういう書き方はなにか変なのですが、グランブルーファンタジーは非常に「ゲームらしいゲーム」だと感じています。私も最初にプレイしたときは、ボタンを押していればいいのだろうと思っていたのですが、練られたシステムと奥の深さに圧あつ倒とうされ、すぐに考えを変えました。そしてどっぷりはまってしまったのです。

　最初に目につくのは、もちろん魅み力りよく的なキャラクターたちです。ですがプレイしているとすぐに、キャラクターを支えているのは所持しているアビリティであると気づきます。三つ、ないしは四つ所持する多種多様なアビリティと奥義こそが、キャラクターを輝かがやかせるのです。攻こう撃げき前、あるいは攻撃中にどのようにアビリティを運用し、どのように敵を倒たおすかを考えるのがグランブルーファンタジーの楽しみの一つであり、醍だい醐ご味みであると言えるでしょう。

　そんなわけで、ノベライズ執しつ筆ぴつにあたっては、いかにゲームシステムを小説内に組み込むかを目標にしました。特に第二章のベアトリクスが顕けん著ちよです。ただ残念なことに、魅力あるゲームシステムの全てを組み込むことは叶かないませんでした。次の機会があれば、奥義やマグナ武器、武器スキルなども入れていきたいと思っています。




　最後になりましたが、監かん修しゆうに加え数々のアドバイス、美び麗れいなイラストまで提供していただいた株式会社Cygamesのクリエイターの皆みな様さまに、最大限の感謝を捧ささげたいと思います。ありがとうございました。




二〇一六年四月


築地俊とし彦ひこ
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